
中国(本土)のエ

ネルギｰ資源

まえがき

中共の国連加盟米中首脳会談白中国交回復と中

国を中心として世界は大きく回転しはじめているが

中国本土はソ連カナダにつぐ世界第3の広大な面

積を占めその国土には“地大物博"の言葉通り各種の

地下資源が豊富に包蔵されている.そのうちでも中

国の将来性を案ずる上できわめて重要なエネルギｰ資源

について筆者は現在までに入手した資料をもとにまと

めたのでその概略をここに紹介する.しかしながら

中国の地下資源に関する論文や文献はきわめて限られ

エネルギｰ資源についても例外では狂い.とくに1966

年にはじまった文化大革命以降は情報もほとんどとだえ

ている実庸なのでやむをえず戦前の古い資料や日本側

の報告類から引用した点が多いことまた引用文献の相

違から表などの数値が合わないものもあることをあ

らかじめご了承をこうしだいである.

たお本文に先立って中国の行政区分名と通常づかわ

れている地方名について簡単にのべる.まず行政区は

図1に示すように2!省と5自治区にわけられこれら

の下に合計で2,000をこえる県が含まれている.また
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これら26の省や自治区の平均の大きさは(中国本土の面

積が約960万km2柱ので日本の面積37万たm2の約26倍

に相当することカ)ら)ほぼ日本の大きさに匹敵するわけ

である.さらにこれらの省と自治区は図1で明らかな

ように下記の7大行政区に大きく総括されている.す

なわち東北区(旧満州とほぼ同じ黒竜江吉林遼

寧の3省)華北区(河北山西河南の3省と内蒙古

自治区)華東区(山東江蘇安徽新江福建の5

省)中南区(湖北湖南江西広東の4省)西北

区(陳西甘粛青海の3省と寧夏回族新彊ウイクノレ

族の2自治区)西南区(四川貴州雲南の3省と広

西チュアン族自治区)チベット区(チベット自治区)

である.しかし最近この大行政区分は廃止された.

一方一般に華北といわれるのは大行政区の華北区とは

異なり黄河流域の河北山東山西河南の4省の意

で山東省を含めている.また華中は揚子江流域の江

蘇安徽新江江西湖北湖南四川の7省華南

は珠江流域の広東広西(自)貴州雲南と福建との

4省と1自治区をいう.また広義の華北は前述の4省

のほか西北の陳西甘粛の2省と寧夏(自)さらに

内蒙古(自)東北の3省を含めることもあるが本文

における華北は行政区の説明以

外は前述の4省をさし広義の

華北は中国北部または北部こ

れに対応する華中華南は]括

岬㌧して中国南部または南部とした･
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1-1埋蔵壁

中国本土解放後の地質調査や

炭田開発は活発に進められ石

炭資源は急増し現在ではソ連

アメリカとともに3大石炭資源

保有国として成長し同時に3大

石炭生産国として数えられるに

至った.すなわち最近の第

7回世界動力会議(1968年)の

資料によると図2のように確

定推定予想を含めた棋界石�
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表1大行政区別石炭推定埋蔵量(1957年)

表2中国g石炭生産量(単位万t)
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｢人民電業｣1958年20号による.

炭埋蔵量(褐炭亜炭を除く)の合計は約6.7兆トン

これを国別で見ると中国は約1兆トンで1位ソ連約

4.2兆トン2位アメリカ1.1兆トンにつぐ3位にあた

りこれらの3国で世界の埋蔵量(確定推定予想を

含めた総鉱量以下同様)の92%(ソ連61%アメリカ

!6%中国15%)以上を占めている.さらにユ957年

の中国発表では中国の埋蔵量は1.5兆トンといわれ動

力会議の埋蔵量よりもさらに5,boo億トン近く増大し

ている･なお前述の動力会議資料によれば中国の

褐炭(亜炭を含む)埋蔵量は7億トンでソ連の1.4兆

トンアメリカの4,000億トンよりもはるかに少恋く

世界総計2.1兆トンの0.03%にすぎない.またこの動

力会議の資料には現在直ちに採掘対象として取上げら

れる確定炭量に関する中国の報告はないが1958年中国

で発表された投資可能埋蔵量800億トンをそのまま確定

炭量と解すると1位ソ連1,450億トンにつぎ2位ア

メリカ720億トン3位酉ドイツ700億トンよりも多い.

さらに各国のコｰクス用炭す放わち主として製鉄用原料

��

炭に関するアメリカの調査によると中国の原料炭埋蔵

量は2,230億トンで1位アメリカ2,560億トンにつぎ

3位ソ連2,200億トンよりも多く世界総計9,280億ト

ンの24%に達している･これらの原料炭埋蔵量は現在

日本の製鉄用炭の品質基準より灰分硫黄分の高いもの

も多く含まれているので現在では全量がそのまま需要
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図31969年ソ連アメリカ

千属石炭生産量

注ユ942～60年は中国公式発表

1961～62年69年～71年はアメリカ議会合同委員会発表

1963～68年の合計と無煙炭はアメリカ鉱川局｢MineralsYear-

book｣

褐炭は第7回世界動力会議1968年資料

瀦育炭は上記資料より算川

の対象にたらないにしてもいずれ将来の供給源として

大いに期待される量である.

つぎに中国の石炭埋蔵量を大行政区別に見ると表1

に示す通りである.すなわち華北の埋蔵量が最大で

全国の約70%を占めついで西北華東西南東北

中南の順でこれらの5区を合わせても全国埋蔵量の30

房にすぎない.

1-2生産盤(出炭鐙)

､1969年における中国の出炭量は国連統計年鑑(!970

1年)によれば図3で見られるように3.3億トンで世

｢界全出炭量20.6億トンの!6%にあたり1位アメリカの

一

!5.1億トン(25%)2位ソ連の4.3億トン(21%)につ

ぐ3位にあってこれらの3国で世界全体の60%を占め

ている.さらに4位イギリスの1.5億トン5位ポｰ

ランドの1.4億トンの順である,ただし中国の串炭量�



には褐炭亜炭を含むが褐炭亜炭の出炭量はさきの

動力会議資料によれば年260万トン程度と推定され全

出炭量に比べるときわめて少ない.また中国の出炭量

(褐炭亜炭を含む)および炭種別出炭量の推移をかか

げると表2の通りである.本表でわかるように中

国の出炭は1956年の1億トン台から第2次5カ年計画に

入った1958年には2億トン台と倍増し1960年にはアメ

リカン連をしのぐ4億トン(計画)に達したともいわ

れている.しかし大躍進や人民公社の行きづまヅソ

連の援助打切りおよび1959年からの3年連続した自然

災害たどによる打撃で1961年には2億トン台に減産し

たが以後再び出炭が増え1966年には3億トンをこえた.

しかしなカ子ら同年半ばからはじまった文化大革命によっ

て1967年には再度2億トン台に落ちたが1968年には

3億トンに回復している.このように2回にわたる減

産があったが最近の出炭量は3億トン台を確保し戦

前の最大出炭量6,188万トン(1942年)の5倍近くに増

量している.つぎに炭種別出炭を見ると灌青炭は全

体のほぼ92%以上を占め無煙炭7%褐炭1%以下の

比率である.

また行政区別出炭量を示すと表3の通りである.

すなわち大行政区別出炭量では華北区カミ1位で1957年

には4,370万トン1958年には6,956万トンに達している.

ついで東北区カミ2位で1957年には4,310万トンと華北区

とほぼ同量であるカミ1958年には5,453万トンで華北区

とは約1,500万トンの差か生じている.また両地区の

出炭量合計は全国の70%近くに達している.反対にも

っとも出炭量の少たい区はチベット区で1957年10万ト

ンそのつぎは西北区で1957年530万トン1958年798万

トンである.さらに1958年の省別出炭量によると最

大は山西省(3,114万トン)で2位遼寧省(2,943万ト

ン)3位河北省(2,060万トン)4位黒竜江省(1,698

万トン)で4位まではいずれも華北区か東北区に属し

ているが5位にはじめて西南区の四川省(1,173万ト

ン)が入ってくる.つまり埋蔵量のもっとも多い華北

と最少に近い東北の両区カミともに出炭量カミ多い.とく

に埋蔵量の少ない東北区の出炭量が多いことは1958年

当時の状況下では東北区の炭田は早くから開発されてい

るため投資可能炭量(確定炭量)が多いと推測される

こと炭鉱の多くが解放前から整備されていて採掘が軌

道にのっていること採掘条件が良いこと単位面積内

の炭量密度が高いことなどによるものではないかと思

われる.､方東北華北両区以外は一般に炭田の

発見開発カミごく最近のものカミ多いので埋蔵(炭)量

が多い割に確定炭量カ沙恋いこと炭鉱の多くが探査

表3行政区別出炭量(1957～58年)〔単位万t〕

大行政区1

東北

華北

華東

中

西

南

北

西南

チベット

省iけ

黒竜江

吉林

遼寧

北京特別市

河北

山洞

内蒙古(自)

河南

計

山東

江蘇

安徽

漸江

福建

計

湖北

湖南

洋酉

広東

計

陳西

晋粛

寧夏(白)

青海

新彊(白)

許

四川

貴州

広西(自)

雲南

計

チベット(自)

総計
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注1957年はアメリカ議会合同委員会｢中国本土の経済的プロフィル｣

1958年はアジア政経学会｢中国政治経済要覧｣37年度版

開発の途上にあること採掘条件カミ悪いかまだ十分整

備されていないことなどの理由から埋蔵量に比較して

出炭量が少在いものと考えられる.ただし1958年以

降の行政区別出炭量の推移は明らかで荏いカミやはり出

炭量は中国北部に多く南部に少ないという傾向は大き

く変化していないようである..�



1-3炭田

中国における炭田は各省および各自治区にわたって数

多く分布しその数は炭田区分の仕方によって異なるカミ

大小合わせて少なくとも200をこえている.これらの

各炭岡の埋蔵量を集計した全国の埋蔵量合計は前述し

たように現在1.5兆トンといわれている.

1-3-1炭田の地理的分布

中国の炭閏は従来その分布状況から地域的に東北区

域長江(揚子江)流域渤海区域中原区域南西区

域廿新区域の6区域に分けられている.す汝わち東

北区域は黒竜江省西部に散在する若干の炭田を除けば

同省東部から吉林省を経て遼寧省東部に至るほぼ北東一

南西方向の地帯に属する炭田群で黒竜江省鶴闇双鴨山

鶏西遼寧省撫順本渓など著名な炭田を含んでいる.

渤海区域は渤海に沿う炭田群で遼寧省西部から河北省

東部に至る北部の炭田灘と山東江蘇安徽の3省にま

たがる南部の炭田灘にわけられ北部の遼寧省阜新河

北省開藻(開平)と南部の山東省溜博崎県江蘇省買

狂安徽省准南など主要な炭田をもっている.長江流

域は揚子江の中下流に沿う区域で江蘇安徽江西

湖北湖南の各省下の炭田灘を含み江西省捧郷湖北

省郡南湖南省言草家山などすぐれた炭閏もあるが多く

の炭田は炭質粗悪で埋蔵量も小さい.中原区域は河

北省西部から河南山西陳酉の各省に分布する炭田群

で河北省東酉井脛峰々山西省大同好闇深安

扮酉酉山陽泉河南省鶴壁平頂山内蒙古自治区

石拐溝そのほか数多くの質量ともに優秀な炭田を含んで

いる･とくに山西陳西の2省だけで全国埋蔵量の

3/｡を占めるともいわれ将来もっとも大発展が期待され

る区域である.南西区域は雲南四川貴州広東

福建の各省と広西自治区の各炭閏灘であるが一般に質

量ともに劣り地質構造も複雑である.ただし四川省

の生産は1958年における省別出炭量では全省中5番目に

多いことから南部における同省の石炭資源の重要性に

注目する必要がある.廿新区域は甘粛省と新彊自治区

の各炭日ヨで現在炭団はあまり多くはないが当区域は

立地条件に恵まれていたいため調査が十分行なわれな

かったので未発見の石炭資源が相当残されている可能

性がある･以上の数多い炭田のうち埋蔵量1億トン以

上の炭田をかかげると図4および表4の通りである.

すなわち炭田数は97カ所数えられそのうち埋蔵量10億

トン以上50億トン未満の炭田は18カ所50億トン以上

100億トン未満の炭田は黒竜江省の鶴闇遼寧省の赤峰

山西省の深安陽泉陳西省の銅川および貴州省の郎袋

の6カ所さらに100億トン以上の炭団は遼寧省の撫順

河北省の開漢峰々山西省の西山大同好庸扮面

河商省の平頂山安徽省の准南および寧夏自治区の石咀

山の10カ所におよぶ.要するに埋蔵量50億トン以上の

大炭田は合計16カ所に達しそのうち郎袋と准前以外は

いずれも中国北部にあってこのような大炭田の分布だ

けから見ても中国の石炭資源が北部に集中しているこ

とが容易に察知できる.
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表4

}国炭田

覧表

(含有炭工業分析例)

炭旧

東北区

郡北区

時代i繊

炭

質農層鵠■認嚢

��

炭鉱炭層

区域又は銘柄

水分

─

fそ分j一琴叩掌

硫黄

─

発熱量

���

粘結性

東北区��������������

黒竜江街��������������

1鶴嗣�M�67.6一�B''�75�10�第2層�第2層�2.13�10.84�33.76�53.36�O.44■�7,120�粘

2双鴨山(當錦)�M.�16.0�B''�2�3�馬蹄河�第2層�1.34�4.32�31.84�64.28�0.24�8,026�膨粘

3鶏酉(密I⊥1)�M�16.O�B"B'"�4.5�7�城子河�特粉炭■�O.96�22.94�28.07�48.03�O.391�6,303�強粘

4光義�M�5.O�B"�16�7�西山第��������

������1坑��2.09�27.75�25.50�44.66�0.20�5,770�強粘

5老暴山�M�ユ.1�B��1���3～5�9～15�20～35�38～45��,O00～�

�������������6,000�不粘

6依蘭(三姓)�T�1.6�BB"�7～20�7～11�北部��4.39�6.61�45.32�43.34��6,830�粘

7ジャライノｰル�M�40.0�L�7～24�3�南方露��������

������天掘��20.50�4.00�34.50�41.OO�O.31�4,O00�

8牙克イf�M�16.0�B"�����������

吉林省��������������

1蓑念/(通化)�M�2.2�B"�4�3�本坑��3.07�16.78�29,62�50.53�1.78�6,560�凝結

�P�ユ.8�B"�6～9�2～3�新本坑�1番層'�O.88�23.65�22.66�52.81�O.18�6,190�やや膨粘

3松湾�P�1.2�B川�5�1�松樹鎮��O.56�15.05�31119�52.80�1.69��糖

4臨江(煙筒溝)�M�1.O�B��5��粉炭�13.12�13,12�22.42�63.56�0.79�7,720�膨粘

5杉松闇�M�2.8�B�����������

6遼源(西安)�M�2.2�B'�14～22�3～5�泰信��6.11�7.26�39.52�47.11�0.75�6,769�不粘

7大水缶�M�3.O�B'�����������

8宮城(宮城子)�M�2.5�BB'�15～3�2���9.96�10.22�35.OO�34.47�0.80�5,687�不粘

9舘蘭�T�1.4�L�5�1���8.65�12.25�38.27�39.27�O.33�4,000�

10較河�M�4.5�B"�3�3�翅千山�上層�5.85�10.16�30.27�47.72�O.36�5,910�弱粘

11和竜�M�1.1�B"�1.5�1�松下坪�上層�9.50�8,95�30.05�51.50�1.28�6,049�不粘

12琿寮(土山子)�T�7.3�L�9�5�関門咀子��12.21�13.03�42.64�32.12�O.35�5,350�

遼寧宵��������������

ユ撫順�T�140.O�BB"�15～120'�1�竜鳳��3.20�10.18�35,68�50.94�O.88�7,103�弱粘

2本渓(本渓湖)�P�2.2�B'"�7～14�8�泉山��0.72�5.68�15.18�79.42�1.19�8,086�強粘

3国師付�M�/･･�A'�9.5�10�泉山河��������

������子西山�第1層�1.25�4.29�22.77�74.82�1.97�7,050�膨粘

�P��B''�03～18�2～6���������

4愛馬集�M�2.O�BA��5���O,82～�3.36～�7.93～�20.30～�0.49～�4,ユ86～�膨粘～

��������τ97�44.15�20.95�81.82�1.01�8,223�

5阜新��������������不粘

�M�50.0�BB'�10～120�3～15�平安�塊炭�947�8.13�32.11�50.29�1.13�6,423�不粘

6北票�M�1.7�B'''�10�3���1.45�τ16�35.44�55.75�O.73�6,975�粘

7南票�P�1.8�A'�25～3�3���5.27～�19.75～�8.52～�46.77～�O.60～�4,O00～�

��������13.3�31.80�13.21�57.18�1.42�6,000�不粘

8赤111季(元宝1il)�M�50,O�L�22�10+�酉元宝��������

������1⊥1坑内��14.68�10.03�31.89�43.40�O.74�5,357�

9平荘��25.O�B'"�����������

酢北区��������������

河北省��������������

1開漢(開平)�P�140.O�B'"�14�13�唐山�第5層�0.80�6.77�28.82�63.61�O.37�7,990�強粘

2京酉(門頭溝)�M�20.O�A�10�9�門頭溝�53平均�3.48�25.56�6.80�64.18�0.27�7,990�

3井隆(正豊)�P�10.O�B'"�12�5�井脛�新井第�������

�������4層�O.60�790�26.OO�65.50�1.91�7,970�強粘

41峰々(磁県)�P�300.O�BB'"�6�1���O.24�6.46�21.OO�72.1O�O.65�8,150�

5石門塞�P�1.O�A1�4�2�長城�2層炭�1.52�15.85�8107�74.56�0164�7,020�不粘

6承徳(興隆)�P�3.O�B�1里�2���3.83�10.64�27.32�58.20�O,60�6,919�

7臨城�P�4.2�B"�5～12�9��1番層�1.70�3.40�37.52�57.38�2.31�7.621�粘

8下化1蓑1�M�1.1�B�11+�3�宝坑第��������

������1号坑��2.58�8.53�29.51�59,30�O.37�6,984�不粘

9陽原�M�4.4�B�5.5��磁警吏溝��11.53�5.31�29.20�59.27��6,600�不粘

内蒙古(白)��������������

1石拐溝(大青山)�M�150.O�B'B"�4.2�2���2.67�4.59�37.28�55.46�O.48�7,967�膨粘

2大青山]帯�M�1.1�A�O.5～7�1～9���������

�P�O.3�AB�1～3��桂馬棲��2.02�2.39�30.85�64.74�O.38�6,250�不粘

山西省��������������

1西山(太原西山)�P�100.0�B'A'�7.5�4��第1層�1.32�9.18�14.48�75.02�O.45�7,282��



一6二

一

2大嗣

3軒嵩鎮(寧武)

4溜安

5陽泉(寿陽)

寸1/

河南省

1鶴壁

一2平頂山

3焦作

4大杜(済源)

5大河清

6武安

7観音堂

8義馬(縄池)

9新密

10三峯山

華東区

山東省

･漕博/鮒

2章邸

3顔荘(莱蕪)

4新紋(新春)

5I､撃県(中興)

江蘇省

1買注(柳泉)

2栓州

安徽省

1瀦/美慧/

･港北/寛家鴛/

漸江省

福建省

ユ竜岩(竜門)

2潭平

中南区

湖北省

1｣郡南

2武昌(仙人山)

湖南省

1語家山

2棚氷

江西省

1拝郷

倀

�

■P

■P

汰

1･

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

倀

�

倀

倀

�

1舳'…

��

�〰�

��

1舳

�估�伀

�　

��　

��

㈮�

�　

��

��

㈮�

��

��

�

㈶

8～12

���㈰�

�

�

���

��

�∀

��

�

�

B川

�

�

�

�

�

･･岨1

�　

��

��

�伀

�

��

��∧

��∧

�㉂�

��

���

���

㌮�

㈱��

���

��

���

㈮�

320B"一B"A

7～10

5～12

3～71

6～13

�

�

�

7～75

5～7

�

2～8

13～5

�

�

3.5～7

�

�

�

6～10

�

�

�

�

�

㌀

�

�

㌀

㌀

�

㌲

7～20

2～12

�

3～42

㌱

32～4

1～31

4～5.53

�

口泉南方

保晋坑

富家灘

銭堂

公休

20m層

�

第2層

高平炭

塊

炭層15m

㈬�

��

㈬㈸

��

�㈷

��

��

��

��

���

��

�〴

���

��

��

���

ユ9,64

㌮�

㌳��

㌲��

㌴��

�㌳

��

㈳��

㈱��

㈲��

㈲��

���

���

���

���

���

���

���

57.ユ8

��伀

書易隆奏15ノくj歯1,126.16ユ5,207氏52

葉…葦｡己､2,908.1515.5573.40

AO.508.40ユ9.1672,20

��㈮������

��

宅蓄岬[中西0.67

清川平均

博山利大H層

旭華E一層

南治層

(2番層)

北大井大槽煤

舜新山

烈山

�〰

�㌱

�〰

��

��

��

��

�㌸

㈬�

�㌵

��

��

��

��

��

6,840用諺端当

�㈴�

��　

7,300イく糸1i

���

�〰　

7,200猶…*{

6,730ややヨ壺狛Ii

�㌱　

0.辺78,150やペコ弓弦*由

���〴　

���

7,260団結

13.5032.5045,406,258微粒

31.0215.7752,540,895,968*占

15～20

��

��

��　

��

��

12～14

���

���

㌰�　

���

㈸��

73～80

��　

��㌀

��　

��　

���

7,000～

��　

㈬㈲��　

����　

㈬��〰　

0,807･000～

�住伀

O.298,140*時

上層1.9313.7334.7449,600.59

第1層

第2層

�㌰

��

��

㈮�

��

�㌳

��

�〴

���

㌲��

��　

�〰

��㌀

���

��　

��　

��

�㈰

��

6,700易舅*占

9,414不粘

7,977不粘

7,630粘

不粘

5･0012,004.0078,001,236,797

劉泰山1.3213,392.4173.88

楊象山

炭坑1･3718･6113･5566･47

2,696,105不搬

����　

0■707.5723.2068,531,328,052

安源小槽O.934.3125.9468.82

0.46粘�



炭叫

広東･省

1連陽

2開平

3箇f二(富国)

4興梅

5平陵

西北区

陳四省

1錦川

2白水溝城

寧夏(自)

1石咀山

2中尊

3中衛(下河沿)

4賀蘭山大嶺

1七粛'省

1永登

2景泰

3山丹

4黒111

青海省

新彊(自)

1三道嶺(蛤密)

■西南区

四川窟

1重慶(中梁山)

2永栄

貴州省

1郎袋

広西(自)

ユ賓陽

2醤.寧

3百色

雲南省

ユ當源

2宣威

3老煤111

チベット区

チベット(自)

1時代'綴量

,.1岬)

倀

�

倀

倀

倀

�

倀

倀

�

倀

�

倀

倀

倀

�

倀

倀

�

�

倀

倀

倀

�㌀

㈰�

��

�㌀

㌮伀

��

��

��　

�㌀

�

��

��

/ん･

��

�　

㈮伀

㌮�

��

�伀

��

ユ.0

��

�伀

㈲�

ユ5.0

�伀

炭質

��

�

�

�

��

��

��

�

�

�

��

��

�

�

�

��

�

�

�

�

�

�

�

■炭層全層主要n∫採'族

厚(m)'炭層数区

O.6～1.5.1～2

･一･･1

�

1～2

�

2～4+

4一･←

㌀

��

0.5～1

2～5

�

O.1～2

��

�

2～4

�

�

鉱

域

連県1

山

江1

年首山

紅水盤

新河大

産口

紬水｡分1㌦分1揮養分路素1硫｡黄備1粘縦

汝箕溝炭

番街炭

��

��

�㌰

��

��

��

��㌀

���

�㌵

3702■

��㌀

㌮�

��　

���

��　

1エ.59

㈰��

���

㌳��

㌰��

㈷��

���㌮�

80.53』O.83

㌵��

���

���

���

㌹�　

��

�㌶

㈮㌳

��㌀

���

粘

不粘

不粘

微粘

不粘

(注)炭田名()は別名または旧名()のないのは炭田地区名時代P…古生代M…中生代丁…第三紀炭質A…無煙炭A1…半無煙炭

B'"…強粘結憧渥背炭B''…粘結悩歴青炭B'…勇粥絡性渥背炭B…不精緒性渥音炭L…褐炭炭質()は一･部の炭質粘縮性の納…粘

緒不粘…不粘結微粒…微粒縞弱粘…弱粘緒強粘…強粘緒膨粘…膨張粘結団結…微粒縞または凝結?

1-3-2炭国の地質的分布岡から内蒙古の陰山地区大青山炭田をむすぶ線を北限と

炭田の地質時代は古生代石炭紀から新生代第三紀にまして中国の各地に数多く分布し爽炭層の特色から炭

たがっている.古生代の炭田は東北の吉林省杉松嵩炭田は華北型と華中華南型にわげられる.すなわち華�
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表5地質時代別爽炭層覧表

地質時代爽炭層

北部南部

瓢算症二鮒｡撫川虞.請(撫順)薫箒鴛黒)

ぺll/ll

ゴ像

代し七

六盤山層(賀蘭■』｣)

◎鶏西層灘(鶏酉)

◎大同層群(大同)

○延長層灘(陳茜東部)

門]山層群(拝郷)

安源層(拝郷)

大陸層(合山)

○竜潭層(南京)

◎下石盆子層群(溝南)梁山層(梁山)

◎山西層(開藻)

◎太原層灘(酒■⊥■)

梓山層灘(霧都)

測水層(梓門橋)

は華北型に含められている.

中生代の炭田は中国各地に数多く分布しているが大

規模た炭田は華北と東北に集中し華中華南に少ない.

また古生代の華北型と華中華南型というようた炭田の

地区による爽炭層の特色は見られない.

新生代の炭田は撫頂炭田のような質量ともすぐれた大

炭田をもつ東北にやや多く分布するほか華中華南に

も散在している.しかし炭田の数は古生代や中生代に

比べてはるかに少なくしかも撫順や依蘭(三姓)以外

はことごとく褐炭田である.

1-3-3爽炭層

炭団を構成する爽炭層を地質時代別にかかげると表

5の通りである.以下爽炭層および炭層について各地

質時代別にのべる.

注◎最重要爽炭層○重要爽炭層()代表的炭田

北型は炭層厚く炭層数も多くしばしば大炭田盆地を

形成し数枚の饗土頁岩または耐火粘土層(ともにア

ノレミナ分に営む頁岩で一般にA1.O.45%以上を前者

45%未満を後者の名で呼ばれている)を爽有している.

]万華中華南型は概して炭層薄く炭層数も少なく

炭田も狭少で堆積形式も華北型と異なり響土頁岩な

どは見当らない.両型の炭田分布は地理的境界とほぼ

一致しているが華中の江蘇省北部と安徽省中部と北部

の炭田は華北型と同様に炭層厚く炭層数も多く響

土頁岩など数枚随伴しているなどの点から地質的に

1-3-3-1古生代の爽炭層(表6～8)

古生代の爽炭層の多くは沿岸性盆地に埋蔵したもので

來炭層はしばしば海成層を來有しいわゆる陸性海成層

である.華北における來炭層は中部石炭紀にはじめて

出現し下部二畳紀までは海成層を爽むが中部二畳紀

以降は海成層を全く含まない陸成層からなっているに対

し華中華南の來炭層は古生代を通じて陸性海成層で

中部二畳紀以降もしばしば海成層を爽み数回の海進

海退をうけたことを示している.もっとも古い爽炭層

は表6で見られるように下部石炭紀にあたる湖南省

の測水層雲南省の万寿山層灘などで測水層は湖南省

の梓門橋炭田では層厚20～30mで可採炭層3枚を含み

炭層の厚さO.4～1.4皿である.中部石炭紀の爽炭層は

�地�江蘇漸江��漸江����江西��湖南�広東北部��広西��貴州西部�痔海��甘粛�華北及�

�時代区��������������及�����

父は岩層��安徽･帯��西部������中都及南部�榊江陽山��東部履中部��雲南東部�欧竜布魯克��11部及東部�東北南部�

�被覆詐樽��船1i1構群ビ�������二癒天梯群"岬一二部〕�����､馬平繍群1(11�菊.三紀稀����

������������1('�������太原層群二C�
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桁江省の叶家塘層群江西省の梓山層灘青海省克魯克

層群下部などでそのうち梓山層鮮は標式地の江西省雲

都県で層厚100～500m可採炭層3枚(各炭層とも層厚

1m内外の無煙炭)を爽有する.このように下部～中

部石炭紀爽炭層の炭層は一般に薄層でときに炭層の膨

大した部分が局地的に採掘されている.炭質は一般に

粗悪で灰分多く粉炭化しやすい.たお華北東北に

広く発達する本渓層群もこの中部石炭紀後期に相当する

地層で響土頁岩や炭層を数枚含むが炭層は薄くいず

れも稼行価値はない.本層群の層厚は北で発達よく

遼寧省本渓(旧本渓湖)炭田で120mを示すが南と西

にむかって薄化している.

上部石炭紀の爽炭層は表7に見られるように中国北

部に広く分布し山西省を中心に発達する太原層群によ

って代表される.本属灘およびその相当層は連続性の

ある数多くの炭層を含み各地質時代のうちもっとも重

要な爽炭層で層厚は華北東北を通じて50～100m

平均70mである.また本属灘中における炭層の発達状

況をその層厚から見ると山西省北部大同炭田でもっと

も厚く.東西方向よりも南に顕著に薄化している.す

なわち各炭田における大略1m以上の炭層の層厚合計を

炭田別に示すと次の通りである.

山西省大同3層計20m軒闇2層計11m丼脛5

層陽泉4層西山2層計7.8皿扮西1層瀦安1

層計2m山東省溜博4層計4m新紋2層計5

m+峰県1層計1.5m河北省略々1層計4m

遼寧省本渓5層計6.5m安徽省貿狂1層計1m

河南省蕉作平頂山O1血

炭質は主として粘縮性灌青炭であるが一般に灰分

硫黄分が高いため原料炭として不適なものも多い.

下部二畳紀前期の爽炭層は前述の上部石炭紀のものと同

様にもっとも重要な來炭層でつねに上部石炭紀の太原

層群およびその相当層上にのり華北や東北に広く分布

しているがとくに華北一帯に発達する太原層群上位の

山西層はその代表的な爽炭層である.これらの來炭層

はいずれも連続性に富む数枚の炭層を含み全層厚は50

m内外でほぼ一定である.山西層中に介在する可採

炭層は2～3層でそのうち“九反煤"と“丈八煤"と

いわれる主要炭層はともに層厚3m内外で各炭田を通

じてよく発達している.本來炭層中における炭層発達

状況(炭層の厚さが1m以上め合計)を炭田別にかかげ

るとつぎの通りである.

遼寧省本渓3層計3.6m内蒙古白治区大青山一帯

1層山西省軒庸1層計2m河北省開漢13層計14

m山東省溜博3層計3m山西省扮酉1層河北省

略々1層河南省焦作1層計6m平頂山9層計11

m.すなわち河北省開漢と河南省平頂山で炭層厚く

山西省にむかって薄化している.炭質は概して硫黄分

の少ない粘絡畦渥青炭で原料炭に好適な強粘結炭も多

レ､.

一方華中華南には表8に示したように山西層下部

に対比される梁山層とその相当層が雲南四川貴州

の各省に分布している.本層中に介在する炭層は概し

て薄く層数少たく炭質も粗悪であるがそのうちの
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小屋および朝鮮石炭紀二畳紀地層対比表(1964年)畳紀前期の代表的な來炭層は竜潭層(表8)である･

本属は華中華南におけるもっとも重要な來炭層で標

式地江蘇省南部南京付近では層厚50～80mを示している.

榊

本爽炭層相当層は淑江省西部の礼賛爽炭層安徽省南

/にllし∴鳩蝋簑炭意酉蝋猟蝋鴛

坪爽炭層など地区によって種々の名称で呼ばれているが

これらの名称を一括して竜潭層と命名されている.本

層中の可採炭層は普通!～2層ないし6～7層厚さ

O.2～1.0m程度のものが多いが炭層はしばしばポケッ

ト状に膨大し2～3㎜に達することもある.炭質の多

一くは瀦炭ときに無煙炭を示すが強粘離瀦炭は

洞部見当ら狂い.

i㍗章二L上部二畳紀後期の爽炭層は華南を中心に発達する.

鮮りI

]4しすなわち広角自治区や広東四川貴州の各省に分布す

一11練る大陸層(表8)とその相当層で標式地広西自治区来

刈｢篇1111鰐1;㌶㌶

×l1T11■炭f1

全国地層委員会冒〕よリ編集追加

比較的炭層条件に恵まれた地点で地方用炭として採掘

されている.

下部二畳紀後期から上部二畳紀前期にわたる地層は華

北の山西層およびその相当層上に広く分布している.

そのうち可採炭層を含む爽炭層は河南安徽江蘇の3

省に発達する石拐子層灘で層厚はほぼ80m内外である.

本属灘における炭層の発達状況(炭層の厚さ約1m以上

の合計)について炭田別に示すとつぎの通りである.

黄河以北の炭田0m一江蘇省貿狂2層計3.2m河

南省平項山5層以上計7m以上安徽省海南9～12層

層厚合計7～20m.つまり炭層は海南で最厚を示し

北にむかって薄化しているが炭層の分布範囲はあまり

広くはない.炭質は一般に粘結性灌青炭でとくに平

頂山では強粕結性を呈し灰分も少狂く原料炭として

好適である.また華中華南の各地に発達する上部二

表9

といわれ広西自治区の合山付近では可採炭層は層厚

1m内外のもの1枚で炭質は無煙炭である.

1-3-3-2中生代の來炭層

中生代の爽炭層はすべて陸地の各所にあった大小の

湖盆中に堆積した陸成層で主として砂岩頁岩礫岩

からなり炭層を爽みしばしば油頁岩ベントナイト

をともなう地層である.炭層は古生代の炭層に比べて

層厚の膨縮著しく厚い炭層も急速に数層に分岐薄化

あるいは消失するなど連続性に乏しく各炭田間の類

似性も欠いている.炭質は一般に濯青炭であるが中

生代の後半にはところにより褐炭に属するものも見られ

る.中生代の爽炭層カミはじめて出現するのは上部三畳

紀で表9に示すように全国各所に分布しているが爽炭

層の層厚はまちまちで100～600mときに1,500mに達

する.これらの爽炭層のうち炭層の賦存状況の比較的

明らかなものをあげると陳西省東部の延長層灘(炭層

中国111生代陸成層対比表

(1964年)
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表10新生代第三紀地層

対比表

(1959年)全国地層委員会9〕より編錐追加
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{箏肝帆杵

4層各層厚ともO.5～1m)と江西省捧郷付近の安源層

(炭層2層各層厚とも2m以下)である.

下部～中部ジュラ紀の陸成層は中国北部から南部にわ

たる各地に分布し爽炭層も表9でわかるように南北

各所に発達している.すなわち遼寧省の北票層鮮河

北省の門頭溝層群山東省の切子層群山西省の大同層

群内蒙古自治区の石拐層群陳西省の延安層灘湖南

江西両省の門口山層群広東省広西自治区の西湾層癖

四川省の香渓層鮮ほか多くの爽炭層があってこれら

の爽炭層の層厚は各層鮮ごとに厚薄の差はあるが薄い

ものは100㎜内外厚いものは1,000軸をこえる.炭

層は華北の内蒙古南部でもっともよく発達し層数層

厚ともすぐれしばしぱ大炭団を形成している.たと

えば山西省の大同炭田(爽炭層は大同層群)は主要炭層

7層炭層の全層厚8～12mで本爽炭層中の埋蔵量だ

けで90億トンそのほか古生代の爽炭層(太原層灘)中

の埋蔵量310億トンを加えた合計埋蔵量は400億トンに

達しまた内蒙古自治区の石拐溝炭団(爽炭層は石拐層

鮮)も埋蔵量150億トンといわれており両者とも1級

に属する大炭団である.一方華中華南では炭層は一

般に1～2層炭層の層厚も薄いとされている.

以上の各爽炭層における炭層は不粘結から強粕結にい

たる各種の灌青炭のほかところにより無煙炭を示すも

のもある.

上部ジュラ紀の陸成層も中国各地に分布している.

そのうち可採炭層を含む爽炭層は東北地区に限られてい

る.すなわち黒竜江省東部の鶏酉層鮮同省西部のジ

ャライノｰノレ層灘吉林省の稲竜層鮮および沙河子層灘

および遼寧省の阜新層鮮でこれらの層群はいずれも東

北におけるもっとも主要な爽炭層である.來炭層の層

厚は炭田ごとに異たるカミ概して500～1,000㎜のものが

多い.これらの爽炭層のうち鶏酉層群の標式地鶏酉炭

閏における主要炭層は7層各炭層の層厚は0.7～1.9m

である.そのほか本属灘に属する主要な炭田に鶴闇

双鴨山などがある一また阜新層鮮の標式地阜新炭田に

おける主要炭層は1～15層炭層の各層厚は5～20mで

ある.本属灘に属する炭田に八道壕赤峰(元宝山)

がある.これらの爽炭層における炭層の炭質は鶏酉層

灘のものはいずれも粘結または強粘結性灌青炭そのほ

かの層灘における炭層の炭質は不粘結から粘結性にいた

る各種の歴青炭を含み褐炭もはじめて出現する.す

なわち赤峰炭岡の阜新層群とジャライノｰル炭団のジャ

ライノｰノレ層群における炭層の炭質はともに褐炭である.

下部自亜紀にあたる陸成層も中国各地に見られるが

可採炭層を含む爽炭層は寧夏自治区の賀蘭山付近に分布

し隣接の陳西省の六盤山層群に相当する汝箕溝來炭層

であるか本爽炭層は白亜紀として唯一のもので賀蘭

山付近における全層厚は300mである炭層の発達状況

は明らかで放いカミ炭質は無煙炭である.

以上中生代の爽炭層を通覧すると三畳紀の爽炭層は各

地に分布するが一般に小規模で資源的にあまり重要

でないが下部～中部ジュラ紀と上部ジュラ紀の爽炭層

は前者は華北および内蒙古南部後者は東北によく発達

ししばしば大炭田を形成し中国北部に発達する古生

代の上部石炭紀と二畳紀の爽炭層につぐ主要爽炭層であ

る.また白亜紀の爽炭層は寧夏自治区以外には全く発

達してい荏いので爽炭層としての重要性はきわめて低

レ､.

1-3-3-3新生代の爽炭鰯(表10)

表10に示すように新生代第三紀の陸成層は古生代中

生代の地層よりも広く中国各地に発達しているが爽

炭層の分布は限られている.爽炭層は主として砂岩

頁岩礫岩からなり炭層を含むほかしばしば油頁岩

をとも狂う.炭層は中生代のもの.と同様に膨縮著しく

厚い炭層も急速に分岐薄化することが多く炭質は後

述する撫順層の炭層(瀦青炭)以外は褐炭である.

始新世～漸新世の爽炭層に東北区の撫順層烏雲層

広東省広西自治区にまたカ重る油柑高層カミある.その

うち主要たもめは撫順層で本属は標式地撫順炭田によ

く発達し地層は下部層は(あまり重要でない炭層2～�



鉱務用または炭鉱の生産量
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表

�

老

生産量万t年度

鉱務局又は炭鉱

番号

炭田

省又は白治区

1都露天掘

穆稜炭田を含む

'61開坑

�㌵　

�　

��　

�

�

��

��

��

��

�　

�　

�　

���

�　

�〰�

��

��

��

1部露天掘

嗣師付牛心台

用を含む

1部露天掘

'54拡充

小市の炭

露天掘(1部?)

��

㈬�　

�　

��

��

��

�

�

�

　

�

�

　

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

�

�

月'85

��

�

�

�

�

�

�

撚軌5･｢黙9･㎜瓢

儀

�

�

協山四九二

鴨

鶴双鶏互牙■一

◎.◎一

此

克一

化河源城

通鮫遼営

紀

◎撫

/･本

◎阜

･北

･南

･平

元

順

渓

新

荘

宝山

藻丙脛徳国々螂

花

�　

�　

�　

�㈰　

㈵　

�　

㌵

�　

�

�　

��

㈵　

�　

�　

�〰�

�

�㌰�

㌰　

�

�　

�　

�㈰�

�　

��

��

��

��

��

�　

��

�　

��

��

��

��

��

��

��

��

��

�㌀

�　

��

��

��

��

'51開坑

'59開坑

'53発見

'66開坑

∫55開坑

'59正式生産

頭達

㈱山ぶ承㌃郡τ嶋

�

㌴

��

㈳

鶴闘

双鴨山

鶏酉

大興安嶺

牙克石

通

松

較

遼

営

化

湾

河

源(西安)

城

�

�

�

�

〰�

5'∪

遼寧

河北

蒲

撫

本

旧

阜

北

南

平

赤

師

開

京

ヲ1:

承

丁花

峰

北

順

渓

付

新

荘

11峰'

漢

耐

脛

徳(興隆)

国

々

黒竜江

吉林

�

川向闘泉陽桝科

酉大転陽カ粉太

･◎…

�㌴���

�

興

中

�

安山作溝密洛駿邸花博城子

煩河

ヅ岬雌一一ぶ雌ヅ草ぷ}坊

10一1

㈳

�

6一

�

潯�

満山

場咀

万石

古

豪

内

川同闘泉

両大転陽

〃

一一

■

岬林水安一山作溝猪洛壁一邸県博城子

〃一頂河.

�

粉柳泌瀦一平焦六新宣鶴一軍燦溜肥坊

■

山西

河南

東�



一!3一

省又は自治区

江蘇

炭田

新紋

繭阜

貿

稔

1絢

常

涯

州

州

安徽

漸

江

准南

准北

江山

福建

湖北

潭平

召晴武

郵

華

資

漣

弾

豊

連

1山

乳

楽

典

陽

銅

鏡

南

源

興

郡

郷

城

陽

仁

源

梅

泰

番

号

�

�

�

�

�

�

�

㈱

�

鉱務用又は炭鉱

生産量万t年度

･新紋

･貿

･催

･南

狂

州

東

◎准南

◎准北

江山

���

�

��

��

㈵�

�　

㈰　

�

��

��

��

��

����

�住��

���

備

考

'55拡大

'58開坑

･潭平

郡武

◎都

都

南

城(華源)

㈰��

����

湖南

河岬

広東

院岬

川

巴

;･.

��

�

�

㌀

�

�

�

�

��

･資興

･漣郡

･拝郷

･豊城

･連陽

･田1仁(當国)

･坪不

･羅家渡

丙

陽

･銅

����

���

250∫61

�〰��

寧夏

甘粛

青海

萩彊

四川

村(梅県)

泰

川(祠官)

���

㌵��

�　

�　

�〰�

�

�　

�

��

�　

��

�　

�㌀

��

��〰��

����

石咀山

｡1

･石咀山

(300)一65

栗

山

張

水

大

水

蘭

母

液

昌

通

安

�

�

三道嶺

ウルムチ

重慶

･蘭州

･山丹

後里河

･大通

･!

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

㌀

�

･l1合密

ウルムチ八道溝

･中梁川

･天府

･南桐

･永栄

���

���

�㌰�

��

��

��

��

��

�

�

��

��

��

���

㈵　

�〰�

�

�〰�

�　

�

���

�

��

昶�

��

��

��

��

��

∫61

��

��

'59開坑

'59開坑

黄州

広西

'56開坑

'61開坑

'59開坑

'55開坑1部露天堀

永栄

達銭

煉銀岩(広元)

威

天

水

郎

都

黙

遠

地

城

袋

勾

珂

'57開坑

･威遠

'55開坑

'55開坑

'55開坑

賓陽

析城

興安

�

�

㌀

･合

西

山

�〰�

30～40

��

�　

'56開坑露天掘

'55開坑

'56開坑

'56開坑

･}(1,…)

�　

'69以降

��

��

��

'59開坑

��

��

'59開坑

一59開坑

⊥

洋

炭閉鉱務局

炭鉱の()はlHチ

･は鉱務局そのほかは炭鉱

◎は9大鉱務局

生産量の()は倖産能力�
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ヒ受15鉱務局炭鉱位置図

3層を含む)と上部層にわけられ上部層は下位より主

要炭層油頁岩層(層厚120m)緑色石灰質頁岩層に3

分される.主要炭層は西部で層厚100mをこえ1炭層

としては世界一の厚層を示すが東にむかって薄化し

ている.炭質は西部で不粘結濯青炭であるが東にむ

かって弱粘結性をおびてくる.本属に相当すると考え

られる黒竜江省依蘭(三姓)炭田の爽炭層も炭層に油頁岩

をとも征い炭質も粘結～不粘結性渥青炭である.

中新世～鮮新世の爽炭層として福建省の仏曇層広西

自治区の畠寧層および雲南省の茨菅層がある.これら

の爽炭層の炭層はすべて褐炭層で筥寧炭田における螢

寧層中の炭層は!枚炭層厚は0.1～2mである.

1-4炭層および炭質(表4)

各炭田における主要な可採炭層の枚数と層厚合計およ

び石炭の工業分析例を表4に一括して示した.これ

らの炭閏のうち原料炭に適する強粘結～粘結性灌青炭を

産するおも枝ものをあげると古生代では鉄廠松湾

本渓開深井脛峰々大同好崩扮酉平頂山

六河清顔荘新紋崎県石咀山だと中生代では鶴

簡双鴨山鶏西光義鮫河石拐溝薄郷重慶な

ど新生代では撫順依蘭があるが古生代の炭田が数

量的に卓絶し地理的分布も中国北部に集中している.

また無煙炭～半無煙炭は中国各地に知られている.す

なわち囲師付養馬集南票東西石門塞大青山]

帯西山陽泉扮西鶴壁焦作大杜武安章邸

竜岩海南言軍家山棚水樺郷平陵石阿山郎袋

富源など主として古生

代'(1部中生代)の炭

､ノ

田およびその1部から

〆∫産出するが量的には少

一､(!

ない.これらの無煙

ソ炭～半無煙炭の炭質は

前述したように揚子江

流域のものは一般に灰

分硫黄分多く粉化

しやすく劣質であるが

品質きわめて良質で

ベトナムのホンゲイ炭

に匹敵するといわれる

陽泉炭や焦作京酒

石門案切子(山東省)

復州(遼寧省)手心台

側､.､,一､ト山一;==:==二∵,j卜(遼寧省)などの無煙

炭も良質として知られ

ているほかに竜措

(福建省)および貴州省貴陽付近の無煙炭も塊炭で良質

といわれている.

1-5灰田灰鉱の開発状況(図5)

本土解放後数多くの新しい炭田や既存の炭田周辺

または深部から石炭が発見された.すなわち1960

年までに大きく脚光をあびた炭田は黒竜江省の牙克石

遼寧省の撫順北部本渓付近鞍山付近山西省瀦安

河南省平頂山山東省峰県江蘇省買涯径州付近江'

西省捧郷青海省高原地方四川省重慶付近寧夏自治

区石咀山平荘陳西省銅川貴州省郎袋などでこれ

らの合計で300億トン以上発見されたといわれる.

1962年には撫順開潔鶴陶港南双鴨山などの各炭

鉱の深部開発カミ行恋われさらに1969～70年には地域経

済の自給体制をはかる目的で大型炭鉱の増産以外に中

小炭鉱の開発にも重点がおかれるようになった.

1967年における稼動中の鉱務局と炭層の数は小柱くと

も400以上と推測されている.このうち鉱務局は71を

数え各鉱務局下にはいくつかの鉱業所および炭鉱が含

まれている.これらの鉱務局の多くは政府の石炭工業

部に直属しているが若干の鉱務局は各省の石炭工業局

の管理下におかれている.1959年には年産500万トン

以上の鉱務局および炭鉱は55カ所に達しそのうち黒

竜江省の鶴闇鶏西遼寧省の撫順阜新'河北省の開

櫟山西省の大同および安徽省の海南であった.つい

で1966年には年産!,000万トン以上に達した安徽省の港

北と湖北省の都南を前述の7大鉱務局に加えて9大鉱務�
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局といわれている.いまこれらの各鉱務局および各炭

鉱で戦後の生産量あるいは生産能力がわかっている鉱

務局または炭鉱の生産量とそれらの位置を示すと表11と

図5の通りである.ただし鉱務局名や炭鉱名の不明た

ものは炭田名のみをかかげたまた生産量または生産能

力の年度はまちまちである.本表でわかるように1つ

の炭田で2つ以上の鉱務局や炭鉱を含むもの(たとえば

河北省の峰々炭田の鉱務局と郁郵炭鉱)や2つ以上の炭

田を含む鉱務局(たとえば遼寧省の本渓旧師付牛心

台小市などの炭閏を包含した本渓鉱務局)などがある.

また本表によれば現在年産1,000万トン以上の鉱務局と

して前記の9大鉱務局のほかに内蒙古自治区の平荘

陳西省の銅川も期待され河南省の平頂山山東省の溜

博もすでにユ,000万トンをこえているものと推測される.

なおごく最近の中国通信によれば現在大～中型炭鉱は

約800カ所で寧夏自治区の石咀山河南省の平頂山山

西省の西山校との多くの炭固が新しい石炭センタｰに

成長していると報道されている.しかしながらこれら

の大鉱務局がやはり東北と華北に集中していることは

石炭の生産が北に偏在し南に少ない傾向をまだ大きく

は是正されていないように思われる.

1-6中国炭の輸入

戦後中国炭は原料炭を中心に毎年少量目本に輸入され

ている.1967年には原料炭の輸入量は最大でおよそ

90万トンであったが文化大革命の影響によるものか

1968年にはa6万トン1969年にはOとなっている.

1969年における日本への原料炭の輸入はアメリカとオｰ

ストラリアの2国で84%を占めこれらの2国に大きく

依存しているがこのような事実は石油の90%近くを中

近東から輸入している状況に似ている.したがって原

料炭確保の安定をはかるために石油と同様に原料炭の

輸入元を分散する手段として中国炭の輸入をふやすこ

とも必要と考える｡戦前原料炭輸入の大半は中国から

でとくに開櫟炭は良質な原料炭として大歓迎されたカミ

戦後は日本の製鉄技術の顕著な進歩とともに原料炭に

対する品質の要求もきびしくなり一般に技術面から灰

分8%以下公害防止のため硫黄分を0.6%以下を品質

の基準にされている.しかし従来の中国原料炭の輸入

保証品位は灰分硫黄分ともかなり高いので今後の中

国炭の晶質保証は灰分10%以下硫黄分1%以下が限

度でそれ以上の品質を求めると中国輸入炭は著しく制

限をうけることになりそうである.しかし現在までの

中国輸入炭の灰分硫黄分の高いことは石炭そのもの

の性質なのか洗炭が十分でないためなのか明らかでな

いのでこれらの点について究明することが必要である｡

一方中国の無煙炭1寺1966～69年にわたって毎年20万

トン内外輸入されている.これは日本国内の無煙炭

とくに良質無煙炭の需要が年々少量ではあるが増加し

ているにもかかわらず国内産の無煙炭は劣質でかつ

ベトナム戦争の激化による良質なホンゲイ無煙炭輸入量

の減少から現在中国炭に依存する度合はきわめて大き

くなっている.

2宿泊天然ガス資源

2-1埋蔵盤

石油鉱床は大部分海成層中に胚胎し地質時代的には

石油埋蔵量の90%は白亜紀と第三紀にあるとされている

が中国は中生代以降海成層をほとんど欠いているので

石油資源については悲感的な見方が多かった.しかし

本土解放後ソ連の援助のもとに全国にわたって石油探

査を積極的に推進し陸成堆積層からたる盆地からも数

多の油田ガス岡を発見しさらにソ連引揚後も自力で

大慶油田や勝利油田を開発し生産量はすでに自給体制

に到達したと伝えられている.1970年における中国の

石油確認埋蔵量は“Wor1dOi1"誌(1971年8月15日号)

によれば1.59億キロリットノレ(比重O.86として1.4億

トン)といわれまた推定可採埋蔵量(以下たんに推定

可採量とする)および予想を含めた推定埋蔵量はA.A.

M酊E朋｡EEi壬)によればそれぞれ7.8億トン(表12A)

および27億トンと推定されている(数量はいずれもバｰ

レノレからトンに換算換算率は7.3バｰレノレ=1メトリ

ッタトン)しかしこの推定可採量7.8億トンは後述

するように大慶油田の評価が過少と思われるので10億

トン程度ωが妥当と考えられる.ついで中国の天然ガ

ス推定可採量は同じくMEYE舶｡EE14〕によれば6,000

億m3(表12B)と見積られている.

2-2生産盤

戦前中国における石油生産は日本が東北区で生産し

た頁岩油と石油液化による人造石油に限られ天然石滴

の生産は皆無に近かったが解放後になってから多く

の油田やガス田が発見され生産は表13で見られるよう

に急増している.すなわち1967～68年の文化大革命に

よる一時的停頓はあったが1957年の玉門油田1959年

のクラマイ油田1962年の四川の川中油田1966年の大

慶油田1968年の勝利油田などの開発増産によって躍進

をとげ1971年には人造石油を含めた全有油生産量は

2,550万トンに達し1949年の生産量12万トンの200倍

以上に相当しているがこれは主として天然石油の増

産によるものである.つまり1956年における天然石�
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表12A

盆地番号油田省

(自治区)

松遼1大慶

2公主嶺登婁虜青山口

阜新･東梁1

オルドス4

�

�

�

�

馬家塘

下奈子

永平

延長

ツァオ･ヤン

呼倫池9牙克石

10二連

華北11勝利北

12〃南

究南山13鴨児峡

(酒泉)14老君廟(旧玉門)

15石油溝

16白楊河

潮水･･青天井1

民和18フ･ツウ･アイ

ツァイダム19チ･クオ･チャン

20獅子溝

21油砂山

22油泉子

23カイトミリク

24南山

25ツエン･テン･シヤン

26冷湖

27ユカ

ジュンガル28ウルホ

29クラマイ

30殖山子

31斉古

/ルフアン1･･シェン･テイン･コウ

タ1ム1･･イシュク1ク

江蘇1･･杭州湾

台湾35

雷州･･1合浦

四川37

㌸

㌹

�

�

�

1女卦1

���

貴州広西1･･百色

計

黒竜江

吉林

遼寧｣

寧夏

〃

陳酉

〃

〃

黒竜江

内蒙古

1⊥1東

安徽

甘粛

〃

∀

〃

〃

甘粛青海

青海

〃

新彊

〃

■･

1漸江

1福建

1広西

四川

〃

〃

広酒1

堆積盆地油田覧表

地質時代(地層)堆積環境1

下部白亜紀(松花江層群)陸成

〃(泉頭層群)〃

"(〃)〃

下部～中部ジュラ紀

(中～下部ジュラ紀層)〃

上部三畳紀(延長層群)〃

"(")〃

〃(〃)〃

〃(〃).〃

下部ジュラ紀(延安層群)〃

下部白亜紀(上部興安嶺層)〃

中生代〃

中生代陸成海成

〃〃〃

始新世?～上部中新世

(自楊河層)陸成

"''〃

〃〃〃

下部ジュラ紀(青天井層)〃

中新世(甘粛層群)〃

上部ジュラ紀(事堂層群)〃

鮮新世(獅子溝層)

中新世(油砂山層)

漸新世(千条溝層)

中新世(漁砂山層)

漸新世(干条溝層)

中新世(油砂山層)

漸新世(干条溝層)

中新世(油砂山層)

漸新世(干条溝層)

中新棋(油砂山層)

ll(〃)

ll(〃)

上部中新世(〃)

漸新世(干条溝層)

中新世(油砂山層)

三畳紀(小泉溝層群)〃

下部?～中部ジュラ紀

(紐溝層)"

三畳紀(小泉溝層群)〃

始新世(紅色層)～

鮮新世(蒼椋色層)"

暁新世～始新世(紅色層)〃

中生代

中部ジュラ紀(三間房層群)陸成

〃(恰克馬克層群)〃

1中生代

中部～薇灘元層群)陸成

中生代

�

�

�

�

�

)〃

)〃

)〃

)〃

)〃

発見年1

��

��

�㌸

��

��

�㌰

��

ユ930?

���

��

���

��

�㌸

�㈸

��

1956～57

/1…一･･

紀

1950年代

後半

/･…

/･…

/･…

1950年代後半

1･…

1950年代後半

��

/1…

/･…

��

埋蔵量万t

}ぶ/舳㎜

㈷㈷�

�一

��

1:;;ll㌦…

■･一1

油層深度㎜1生鑑､1灘

;99刻掌明/㎜

…1少量1

200～900

40～100

70～900

ユ50～200

浅い

二汁

j鷺｡1寸OO;ll･･

l11摂11件/…

･…1不明11･

竈/･1

1萎/･舳

:1;/･…

;簑/･…

:簑/･…

㈬�　

/舳･

�　

㈴��

叶

/…一ム…

/-111･

1…一･･/･･

/･･一…/･･

/･･一･･/･150

紀

〃

300～700

〃

〃

/･･一･･/少量

････…1

〃685685

1･･…

1957～58

ユ956

1957～58

〃

��

��玉

ムll/

76,493～77,864

�

100～700閉鎖中

l11二｡1鴛/…/…

｡1鴛二111鴛/･･/･･

不明不明

…閉鎖中1

1,100〃

不明1

無

不明!

ll11111義1/

=::ll;1〃

一

ド

浅まとしてM皿取I;R亙｡町一4)による�
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表12B

盆地1茎ガス固1(晶区)

堆積盆地ガスm覧表

地質時代(地層)堆積環境

ツァイダム!シヤオ･レン･シヤン1青海1下部鮮新世(獅子溝層)

｣簑馴:1雫部驚新墓;鵜

ジュンガル･1独111子新彊

江蘇

陸成

1榊(褐色層上部緑色措層)･1

上海江蘇第三紀鮮新世～第四紀

杭州湾断｢

四川1斗四

1-/川

11∵南

��

中部三畳紀(嘉陵江層)

海成

〃

〃

〃

発見年

1956～58

��

1,100年以前

��㈱�

1955～56

〃

埋蔵量億m3

婁/蝸

㈸㌀

㈵�

㈸㌀

��

��

���

㈸㌀

㈲�

㈲�

㈲�

���

1カス層深緊

300㌧40

400～70

300～50

25～70

400～1.200

�㈰ケ

1,000～1.400

�㈰ケ

500～1,OO0

1,500～2.000

�㈰ケ

〃

〃

��

生産量

_憧m割.

閉鎖中

〃

不明

〃

�

�

��

慶ス井

一

ド

���

注主としてM酊ERH0冊14〕による.

油生産量は人造石油生産量とほぼ同量の58万トン内外で

あったカミ1971年には天然石油は2,350万トンと人造石

油200万トンの10倍以上に急増している.また国連統

計年鑑によれば1969年における中国の石油生産(人造

石油を含む)は2,350万キロリットル(比重0.86として

2,020万トン)で世界全生産量24.59億キロリットノレ

の約1%に相当している.

天然ガス生産量も表13に見られるように1956年の1.1

億m3から1968年には113億m3に増大しているカミこ

れは主として四川盆地の増産によるもので1966年にお

ける四川のガス生産量は中国全生産量の95%にあたる

といわれている.

2-3堆積盆地と油田ガス田

中国における堆積盆地と油田ガス岡の分布を示すと

図6の通りである.これらの油閏ガス田における含

油層または含ガス層の地質時代地層堆積環境埋

蔵量生産量などについて表12に一括してかかげさら

に表910の中生代および第三紀の地層対比表にそれぞ

れ含油層の層準を示した.

油田堆積盆地は図6と表12でわかるように17カ所にお

よびそのうちガス田をも含む盆地は4カ所である.

これらの盆地のうち主として海成層からなる貴州一応酉

盆地と第三紀の海成層を含むと思われる華北北部江蘇

台湾雷州の各沿岸性盆地を別にすると中国の盆地は

表13

計画

復興期

第1次

5カ年計画

第2次

5カ年計爾

調整期

第3次

5カ年計岡

第4次

5カ年計画

年度

��

�　

��

��

�㌀

��

��

��

��

��

��

�　

��

��

�㌀

��

��

��

��

��

��

�　

��

不満天然ガス生産量

天然石油

万t

�　

��

��

��

㌰�

㌸�

��

��

��

���

㈶�　

㌱㈮　

㌷�　

�㌮　

��　

��　

�㈮　

���　

�㈮　

��　

�㈵�

���

㈬㌵�

言主MEY珂R亙O亙F1基〕

人造石油

万t

合計

万t

��

㈰�

㌰�

��

��

��

��

��㌀

���

㈲��

㌷�　

��　

��　

�㌮　

��　

��　

��伀

�㈳�　

�〴�　

�㈴�　

���

㈬住�

㈬��

天然ガス

億㎡

��

�伀

��

㈮㌀

㌮㌀

��

��

��

㈸�

㌲�

��

��　

�㌮�

���

��

�㌮

㌴�

工藤広魯10〕神原遠望0)による.

備考

玉門油田増産

クラマイ油田

増産

ソ連引揚げ

四川油田増産

大慶油田増産

('66～,69)

文化大革命

勝利油固増産�
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�❻

､

ソｰぐ竺尖替跨

一､㌻

＼_冷べ…

＼舳､四^

＼1

'､.､､{.ハ

)/一､一･ハ､

㌧.､./､､

い･＼

UO…

五割南

｢

グ

し､^｢

図6不油資源分祢図

下部～中部二畳紀以降の陸成層を主とする堆積物から祖

る･ただし例外として四川盆地とタリム盆地西部には

海碑層が1部発達している.以下各堆積盆坤と盆地内

の油田ガス岡の地質および開発状況などについて概略

をのべる.

2-3-1松遼盆地

盆地の面積およそ15万たm2で基盤は榴曲の著しい古生

表14A

､.

地

一フ

＼ノf

�

�

25勺

嚇

芦

地(二1111堆鰍地

■1舳1

xガスlll

△

ム製油所

代海成層でいくつかの

大きな地溝をともなうプ

ラットフォｰムを形成す

る.地層は二畳紀～第

三紀の陸成堆積層で北

部に大慶油田南部に公

主嶺一登婁庫一青山口油

岡(3構造からなる)

カミある.大慶油田は

1958年に発見されたもの

で構造の大きさは東西

20hm南北50長m含

油層は下部白亜紀の泉頭

層灘と松花活層灘で油

層は深度1,200～1,500m

と680n1とに22枚以上

胚胎し推定可採量は2

～3億トンといわれる中

国最大の油閏である.

たおMEY鵬H0皿Fによる推定可採量8,500万トンは

現在までの生産量から過少評価であると推考されている.

生産は1962年に開始され生産量は1968年に300万トン

に達している.公三i三嶺一登婁庫一青山口油田は1959年

に発見された油田で公主嶺登婁庫青山口の3構造か

らなり含海層は下部白亜紀の泉頭層灘で深度500～

900m推定可採量は685～1,370万トンであるが生産量

は明らかでない.しかし両油田を合わせた生産量の推

油閏盆地別生産量

単イ並万t

�油田盆地1油閏一省･…���'51��･52･53!･54慨���,56'57������･58一･59･60･61･621･631･641･65■･661･67｣･71�����

���������■■■山一�����_____一_一⊥_一''������

松遼�大慶ほか�黒竜江������������56�100�163�240�360�448�1,200

華北�勝利北･南�1⊥1束���������������*10�20�60�200

オルドス�延長ほか�陳酉�*O.83��4.6�19.5�13��14���15.2����16.4��17�18.5�

究南山�老君廟ほか�甘､粛�4,7���15.4�ユ9.7�28.5�37�51.5�73�88��(160)�ユ30�145��178�238�250

ツァイダム�冷湖ほか�青海��������*11�37�58�40�60����60�110�100

ジュンガル�クラマイほか�新彊������1.5��*30.7�88�124��142��225��325�525�与00

〃�狭山子ほか�〃��*O,67�8.7�9,4�15.3�22�23.5�25�27���30����32�34�

タリム�イシュクリク�〃�����������(10)�������

四川�川中ほか�四川��������12�*25�34�44�(250)��73��93�133�100

その他�����������12�������5�8.5�
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表14B

ガス因盆

地生産量
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㈰　

㈵　
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�　

�　

㈬㌵　

単位億㎡

五

四川川南ほかj四川1

ふ･"1･･

■｢一61''

1尋1…い1･

注()内は計画量四川盆地の川南ガス岡(1部川西ガス田を含む)における'66年の未然ガス生産量は中岡令生産量の95%にあたる.

年度吋り11壌1ω一;]二藤広;魯19〕･神原達里0)より編集

･…〕F式な生産�



一11〕一

秒は表!4Aにかかげた通りで!971年における生産量

は1,200万トンと推定され中国全生産量の半分は大慶

油田(公主嶺油岡の生産は少量で松遼盆地の全生産量

はほぼ大慶油田の生産量と考えてよいようである)から

の生産といわれ今後の発展が大きく期待される盆地で

ある.原油は現地の安達にある大慶製油所のほか東

北石油の撫煩第4廠錦酉錦川大連四平?上海

塘清?などの製油所に送られて処理されている.輸送

は撫順錦酉錦川大連四平へは直接鉄路によるが

上海塘沽?へはさらに大連から海路によっている模様

である.

2-3-2阜新盆地

小規模荏盆地で有名な阜新炭田を含む.基盤は古

生代の変成岩からなり地層はジュラ紀から白亜紀にわ

たる陸成層で背斜部に東梁油田がある.本油田は戦

前(1938年)日本によって発見されたもので含油層は

上部ジュラ紀の阜新層灘(阜新炭田の爽炭層)の下位に

ある中～下部ジュラ紀層で深度600m一にある.推定

可採量は27万トンで少量の採油がつづけられている.

オルドス盆地

盆地は面積18万k皿2で基盤は大略1?のプラットフ

ォｰムをつくり榴曲をあまりうけて恋い古生代の海成

層からなる.地層は基盤の上に一見整合的またはゆる

い傾斜不整合をもってのる三畳紀～白亜紀の陸成層で

鉄地の東西両翼で地層厚く榴曲を強くうけいくつか

の油田がつくられている.すなわち東部に永平延長

ツァオ･ヤンの3油田酉部に馬家灘下奈子の2油田

がある.いずれも小規模な油田で最大の延長油田で

も推定可採量200万トン程度にすぎたい.含油層はお

もに上部ジュラ紀の延長層灘でツァオ･ヤン油田のみ

下部ジュラ紀の延安層灘で油層深度はいずれも40～

900である.これら5油田の合計推定可採量は470m万

トン1967年の合計生産量は18.･5万トンその大部分は

延長油田からで1968年における同油田の生産量は17万

トンである.当盆地の油田は古くから知られそのう

ちでも延長油田がもっとも古く1907年の発見である.

延長一西安間にはパイプラインカミ敷設されていて当盆

地からの原油の1部は延長と西安の製油所にそのほか

は西安から鉄道で蘭州製油所に送られ精製されている.一

櫓曲の顕著祖古生代の海成層から匁ゆ地層は上部二畳

紀～第三紀の陸成層で中国側には黒竜江省の牙克石と

内蒙古(自)の二連の2油田がある.牙克石油閏の含

油層は下部白亜紀の上部興安嶺層(牙党石炭田の爽炭

層である上部ジュラ紀のジャライノｰル層群の上位)と

推定される.二連油困の含油層も中生代といわれてい

るが当油田の含油層も下部自亜紀の恰粒托羅蓋層灘か

二連層灘にあたるものと推測される.しかし両油田と

もまだはっきり確認されたものではない.

2-3-4華北盆地

盆地は面積40万良m2でいくつかの松遼盆地型と渤海

一黄河三角州区域の大陸棚盆地からなる.基盤は著し

く変形をうけた古生代の海成層と遼大火成岩で構成され

地層は造海溝運動状の構造発達によってできた広いゆ

るやか荏アｰチまたはドｰムをもった大きな地溝中の

上部古生層以降の堆積層と思われる.盆地は北の滋陽

亜盆地と南ρ合肥亜盆地にわけられ北に勝利北油田

南に勝利南油田がある.両油田とも!961年に発見され

たもので1965年から本格的開発が始まっている.勝

利北油田は黄河川口に近い利津カ沖心で一般に勝利油田

といわれるものはこれである.当油田の北部は渤海の

大陸棚からさらに東北の遼河平原までのびているようで

ある･一方勝利南油田は安徽省合肥を中心とする区域

と思われる.現在南北両油田の含油層はいずれも中

生層と推測されるカミ陸成層か海成層がは不明である.

さらに北油田の渤海大陸棚区域には第三紀の海成層か陸

成層の有力な含油層カミ伏在していることカミ期待されてい

る.産油深度は北油田では平均3,000m内外南油田

では3,000m以上である.この両油田はともに含油層

が深く構造も複雑で岩相変化も急激なことから開

発はかなり困難溶ようである.推定可採量は北油田

1,370万トン南油田3,900万トン合計4,270万ト

ンで生産量(1968年)は北油田50万トン南浦岡30

万トン合計80万トンであったが1971年には南北合計

200万トンに達している.北油田の原油は膠済鉄道ま

での60㎞をパイプラインで送られてから青島まで鉄道

さらに海路で上海に運ばれ同地の製油所で処理されて

いる.南油田の原油も明らかでないが合肥から鉄道

で南京や上海の製油所に輸送され精製されているよう

である.

2-3-3呼倫池盆地

盆地は黒竜江省内蒙古および外蒙古にまたがり外蒙

古のズンベヤン油田(下部白亜紀)を含めた広大なプラ

ットフォｰムをつくっているように思われる.基盤は

2-3-5先南山(または酒泉)盆地潮水盆地民和盆地･

3盆地の面積合計およそ3.4長m2いずれも細長い盆

地で基盤は著しく変形をうけた古生代の海成層からな

る･堆積層は三畳紀～第三紀の陸成層で地層の厚さ�
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は南山山脈の近くで最大で4～10kmを示し櫓曲は南

山山脈に近い先南山盆地の南部と民和盆地の南西部で

もっとも激しいが北方に2～3kmはなれると榴曲もゆ

るく断層も急減し安定したプラットフォｰムの基盤

にのっている.含油層は先南山盆地では第三紀始新

世～下部中新世の白楊河層潮水盆地では下部ジュラ紀

の青天井層群民和盆地では上部ジュラ紀の事堂層群と

第三紀中部の甘粛層灘である.先南山盆地(酒泉盆地)

には鴨児峡老君廟(旧玉門)石油溝および白楊河の

4油田がある.そのうち老君廟と石油溝の歴史は古く

前者は1935年に後者は1928年に発見されたものでと

くに前者は玉門油田の名で有名である.そのほかの油

田はいずれも1956～57年に確認されている.そのうち

鴨児峡は最大で推定可採量7,200万トン産油深度2,

300～2,700m老君廟は推定可採量685万トン深度265

～1,400m石油溝は推定可採量55万トン深度浅く

白楊河は推定可採量685～1,370万トン深度2,000～

2,500mでこれら4油田の合計推定可採量は8,600～

9,300万トンに達している.また潮水民和の両盆地

にはそれぞれ青天井とフ･ツウ･アイの油田がある.

いずれも1956～57年頃発見された小規模な油困で推定

可採量は前者で14万トン後者で41万トンである.産

油深度は前者は明らかでないが後者は1,000～2,500m･

である.なお先南山盆地に集積された石油の母岩は古

生代の海成層ともいわれている.また本盆地内の4油

田の合計生産量は1968年に170万トン1971年に250

万トンと推定されているが潮水盆地の青天井と民和盆

地のフ･ツウ･アイの両袖同ヨの生産量はともに明らかで

ない.本区域の原油は玉門および蘭州の製油所で精製

されているが玉門から蘭州製油所へは1966年に建設さ

れた玉門一蘭州間(880km)のパイプラインによるほ

か蘭新秩遣(蘭州一新彊ウノレムチ)が利用されている.

2-3-6ツァイダム盆地

北西一南東性の盆地で面積10万km2を有する.基

盤は変形をうけた上部古生代の海成層で地層はジュラ

紀～第三紀の陸成層から放る.盆地の中央部に基盤の

高まりカミあって地層の厚さは中央部で1～2㎞北東

部で7㎞南西部で10kmにおよんでいる.

盆地の両翼部における櫓曲は大きくゆるやかで大

きな石油鉱床の賦存が期待されている.本盆地内には

主として1956～58年に発見された大小18の油田やガス田'

があるがその大半はまだ十分調査が行なわれていない.

油困の多くは盆地西部に位しそのうち主要恋油困赴冷

湖である.この油田は1背斜に沿った3カ所に油層を

集積し産油層は漸新世の干条溝層と下部中新世の油砂

山層中の陸成砂岩採油深度100～900mである.推定

可採量は大慶油田についで大きくおよそ1.5億トンで

ある.盆地内第2の油田は南山で推定可採量2,700

万トン含油層は中新世の油砂山層深度300～700mで

ある･またチ･クオ･チャン獅子溝油砂山の3油

田は1つの大きな油田(合計推定量3,700万トン)で

ある可能性もある.これら3油田の含油層赴漸新世の

干条溝層中新世の油砂山層鮮新世の獅子溝などの砂

岩に介在し産油深度100～700mである.そのほか油

泉子(推定可採量550万トン含油層は漸新世子柴溝層

と中新世油捗山層深度300～700m).ツェン･テン

･ジャンカイトミリクユ･カ(推定可採量いずれも

400～680万トン含油層は中新世油砂山層深度100～

700m)などの油田がある.生産は明らかでないが冷

湖のほかは閉鎖されているようで1967年には全油田

または冷湖だけで110万トン生産されている.原油

は一部冷湖の製油所で処理されているが大半は蘭州製

油所に送られている.現在冷湖一玉門聞にパイプライ

ンを建設中で完成後には当盆地内の油田は大々的に開

発されることが見込まれている.

ガス田は盆地の中央から西部に分布しシヤオ･レン

･シャン馬海塩湖の3ガス田がある.合ガス層は

中新世の油砂山層か下部鮮新世の獅子溝層の砂岩中に

胚胎し深度300～700mガス田の推定可採量はいずれ

も140～420億m3程度で､合計推定可採量800億m3であ

る.現在ガス田はいずれも閉鎖されていて生産はさ

れていない.

2-3-7ジュンガル盆地

盆地の面積はおよそ13万㎞2地層は南の天山山脈側

でもっとも厚く5～11kmであるカミ北のシュンカノレの

プラットフォｰムにむかって薄化しO.5～2.5kmにな

っている.福山や断層は南部で激しくプラットフォ

ｰム上ではゆるやかで断層も弱小である.基盤は櫓

曲の激しい古生代の海成層で地層は上部二畳紀～第三

紀の陸成層からなる･油田は盆地の西半に分布し北

からウルホクラマイ狭山子斉古などが知られてい

る･盆地内で最初に発見された油田は狭山子で1897

年といわれる.ついでクラマイは1955年にウノレホ

斉古は1958年にそれぞれ発見されている.そのうち

クラマイが最大で推定可採量1億トン含油層は主に

三畳紀小泉層灘の砂岩で深度300～2,300m一部は下

部?～中部ジュラ紀の紅溝層中の砂岩で深度!00～300

mである･ウルホ滴閏はクラマイにつぐ大きな油囲で

推定可採量!,370万トン含油層は三畳紀小泉層灘の砂

岩(深度不明)一である.狭山子油田は推定可採量�
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685万トン含油層は第三紀暁新世～始新世の紅色層

下部～上部緑色岩層蒼椋色層中の砂岩で産油深度は

200～1,200mにわたっている.斉古油田は含油層が

中生代陸成層という以外明らかでない.生産はクラ

マイ油田が主体で1958年から正式生産に入り1968

年に300万トンウノレホ油田を含めたクラマイ区域の生

産は1967年に525万トン197!年に500万トンである.

狭山子油田の正式生産は1951年からで1968年に30万ト

ンを生産している.

狭山子区域に含まれる斉古油田の生産は明らかでない

カミ年産数万トンと思われる.1959年に建設されたク

ラマイｰ狭山子間(174k皿)のパイプラインは中国最古

のものでクラマイ区域の原油の大半(1部はクラマイ

製油所で処理されている)はこのパイプラインを通じ

て狭山子製油所に送られさらにその余剰はウルムチか

ら蘭州鉄道によって蘭州製油所に運ばれそれぞれの製

油所で精製されている､

狭山子ガス田は盆地内の唯一のガス田であるが閉鎖

され利用されてい恋い含ガス層は中新世の油砂山層

かと思われるがそのほかについては明らかでない.

2-3-8トルファン盆地

盆地は面積4万km2でシュンカノレ盆地と同様に基

盤は福曲の激しい古生代の海成層で地層は上部二畳紀

～第三紀の陸成層からたり盆地の北縁でもっとも厚く

7kmにおよび榴曲も著しい.盆地内の油囲は1958年

に発見されたシェン･ティン･コウだけで本油田の推

定可採量は685万トン含油層は中部ジュラの三間房層

灘深度は600mである.油井は閉鎖中で生産はな

い.

2-3-8タリム盆地

盆地は面積10万km2で基盤は著しく橘曲をうけた上

部古生代の海成層で地層は上部三畳紀～第三紀の陸成

および海成層からなり海成層は白亜紀～第三紀層に介

在し盆地の南西部で厚い.また地層は盆地の南部と

北部および東部でよく発達し厚さは南部で8～9km

北部で5～8km中央部で1～3たmを示している.盆

地の南部と北部は南の富諸山脈と北の天山山脈との南北

からの衝上断層によって著しい榴曲や断層をうけてい

るが中央部では櫓曲や断層は消失または弱化してい

る.盆地内の油田は北部のイジュグリク油田(1958年

発見)だけで本油田の含油層は中部ジュラ紀恰克馬克

層灘(陸成層)にあって深度1,100m推定可採量685

万トンである.油井は閉鎖されていていままでほとん

ど生産されたことがないようである.

2-3-9江蘇盆地台湾盆地雷州盆地

各盆地とも面積はほぼ松遼盆地の大きさ(15万km2)

と思われる.これらの盆地の構造や層序は不明で推測

にすぎないが対象となる地層は中生層のほかに海底

下にある中生代～第三紀の海成層と陸成層である.台

湾の層序から推測すると台湾雷州の両盆地における

第三紀層の多くは陸成層と思われるが大陸棚油田とし

て十分期待できる.江蘇盆地には杭州湾から油田が報

告されているが明らかでない.また同盆地には上海

と杭州湾の2ガス岡がある.前者は古く!000年以前

から知られ燃料用として利用されているようで合ガ

ス層は第四紀と第三率己漸新世の河成堆積層で深度は25

～70mであるが埋蔵量生産量などについては明らか

でない.また後者のガス田に関しては全く不明である.

さらに雷州盆地における合浦(広西省)油田も中生代の

含油層という以外は明らかで恋い.

2-3-10四川盆地

盆地の面積はおよそ19万たm2基盤は激しい榴曲をう

けた古生代の海成層である.地層は上部二畳紀～第三

紀の陸成層と1部の海成層(主として三畳紀層)からな

るカミ第三紀層はきわめて薄いか欠けている.

二畳紀～白亜紀の地層は盆地の南から南東にかけて

厚いカミ北から北西にかけて薄いガス岡は南と南西の

破砕された中部三畳紀の嘉陵江層の石灰岩中にあるが

油田は主として盆地北部のプラットフォｰム上にのる上

部ジュラ紀の陸成層(千仏岩層と広元層鮮)中にある.

地層は北部のプラットフォｰムでは多くの広いゆるや

かなドｰムかアｰチをつくっているのに対して南部や

南東部では北東一南西性の顕著な平行橋曲構造を示し

これらの多くは箱型の背斜榴曲でその1部は300～400

kmも連続している.衣おこのような箱型櫓曲は中部

三畳紀の岩塩層の南東～北酉方向のすべり面上にできた

ものである.盆地内の油田ガス田は古くから知られ

原始的狂採油井やガスの自噴井もあって若干利用され

ていた.しかし本格的な開発に入ったのは中共治下に

なってからで主要な油田は盆地中央に集まっている.

すなわち常山南充竜女寺蓬莱鎮合川羅渡渓

などでこれらの油田群を一括して川中油田ともいわれて

いる.油田は1956年の竜女寺油田の発見を端緒とし

1957～58年にはほかの5油田も発見された.そのうち

最大の油田は竜女寺で推定可採量8,200万トン含滴層

は上部ジュラ紀の陸成層(千仏岩層と広元層灘)深度

1,100～1,450mである.ついで常山(推定可採量1,350

万トン)蓬莱鎮(推定可採量2,060万トン)南充(推

定可採量1350万トン)の順で合川羅渡渓の両袖岡�
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表15

原油性状

�������

�■���アスフア����分溜性状���

原油�比重�■�硫黄分■職分��凝固点�1�■���⊥一■凹1■■一1-1'�

�■�■��ルト分��初溜j�初潤一200T'�■���

�■����������

�■�=������200｡一350.C�一��

��������｣�鮒一｡｡㏄｡1｡｡ぴ｡臥正二■��

��』�����''■1����

������≡��■1'���

ツァイダム�OI865�■���������

��i����6.C�■�18.5%�24.7%�9.8%�47-O%

クラマイ�O.865�O04%!1�2.04房��一50.C��14.8%�21.8房�7.4%�56.O%�

大慶�O.86�012房1�8.O%�1τOκ��61.C�10.O%�20.O%�30.O%�50.O%�

111玉門��O.18%�9.5%��十18.C������

はもっとも小さく推定可採量はともに410万トン程度

で含油層はいずれも竜女寺と同様に上部ジュラ紀の

千仏岩層と広元層灘に限られ産油深度は1,200～1,600

mでこれらの川中油田あ合計推定可採量は1.5億トン

に達している.またこれらの油田の正式生産は!959年

からで同年には25万トンであったが1967年には133

万トンに増えている.1968年における油田別生産は竜

女寺の45万トンを除いては明らかでないカミ全油田の合計

は94万トンである.盆地内各油田の原油は南充や重慶

の製油所のほかバｰジ在とで揚子江下流の南京製油所

にも送られ処理されている模様である.

ガス田は盆地の南部から南西部にかけて数多く分布し

ている.そのうち最大の石油溝一束渓(推定可採最

2,000億m3)を初めとし黄爪山(推定可採量850億m8)

都井関(推定可採量570億m3)自責市聖燈山陽

高寺(3者とも推定可採量230億m3)貴家場(推

定可採量250億m3)さらに納渓チャン･ヤン･パ

高木頂(3者とも推定可採量230億㎜3)などのガス田

カミあって盆地全体の合計推定可採量は5,200億m3に

およんでいる.これらのガス田は2,000年前から知

られている自責市を除いていずれも1955～56年の間に

発見されたものである.含ガス層はすべて中部三畳紀

海成層(嘉陵江層)の石灰岩層で深度は400～2,000m

におよんでいる.本盆地のガス田の正式の生産は1953

年といわれているが本格的狂生産は1958年で3.3

億m3さらに1966年には115億m3に達しその生産量

は中国の全ガス生産量の95%に相当するといわれる.

1968年におけるガろ田別生産量は石油溝一束渓(57億

m3)以外明らかで狂いか全ガス田合計は113億m3で

ある.これらのガスは重慶付近に供給されガス化学

工場や発電所などにも利用されている.

2-3-11貴州一応酉盆地

盆地は面積10万km2･で基盤はあまり変化をうけてな

い古生代の海成層からなりその上に一見整合的かゆ

るい傾斜不整合をもって中生代以降の陸成層または

海成層が堆積している.油田は盆地の南部に中生代の

注中国要覧別)などによる

百色油田が発見されたようであるか確認されていない

ので詳細は不明である.

そのほか最近チベット自治区の安多23)に油田が発見さ

れたといわれているか詳細は明らかでない.

2-4油質

中国産原油は一般に低硫黄重質といわれているカミ質

や性状に関する資料は少ない.そのうち判明している

ものをあげると表15のごとくである.なお大慶原油

の成分はパラフィン系68～70男ナフテン系28～30%

芳香族2%といわれている.また勝利原油は磯分の少

次い軽油質で凝固点も大慶よりも低いと報道されてい

る.

2-5精油所

中国における製油所のおもなるものを示すと表16の

通りである.そのうち1967年に年産100万トン以上の

設備をもつ工場は10カ所でとくに大慶大連上海

蘭州玉門の製油所は近代的設備を誇っている.その

ほか北京に東方紅製油所(250万トン/年)を建設中であ

る.これらの製油所のうち人造石油工場は撫瞑にある

東北石油の第1第2第3の3厳と樺旬の第9廠お

よび茂名製油所で撫順第3蕨の石炭液化工場以外はい

ずれも油頁岩を原料とする製油所である.また錦西の

第5腋や錦川の第6廠はかつての頁岩油工場から大慶

原油用の製油所に転換されたものである.

3油頁岩(人造石油資源)

中国は油頁岩(Oi1Sha1e)から頁岩油(ShaユeOi1)

を生産している数少ない国の1つであるカミ油頁岩鉱床

は世界各地に分布し地質時代的には表17に見られる

ように首生代カンブリア紀から新生代第三紀鮮新世に

わたり海成層中にも胚胎するカミ大部分は陸成層中に

介在している.

3-1埋蔵鐙�
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表16

製他所

艶表

製油所

記号1寿在地'r王星ペペ

�

��

�

�

�

�

�

佇

�

佉

�

�

�

�

一

伀

倀

儀

刀

体

佔

�

佖

錦

錦

大

回

樺

大

塘

繭

玉

〃

〃

〃

順

両

州=

連

平

旬

慶

沽

州1

門1

狭山子1

クラマイ1

トルファン

冷

延

西

南

重

上

南

杭

茂

湖

長

安

売

慶

滞

京

州

名

東北石油第｡廠!

第2廠

第3廠

第4廠

第5廠

第6廠

第7廠

第8廠

第9廠

遼寧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

吉林

〃

黒竜江

河北

甘粛

〃

新彊

〃

〃

青海

峡茜

〃

四川

〃

江蘇

〃

静江

広東

原油産地

鰯1…1｣油頁岩

鶴撫順≡

鱒〃

(石庚液化)1

大慶1

〃

〃

�

〃1

鱒樺勧

大慶

玉門クラマイ延長

玉門

クラマイ

独{子クラマイ

トルファン

冷

延

〃

湖

良

川

大慶勝利四川

四川

･翫江

鑑氏名

精製能プJ万t

1…1･…1

合計

(概数)

㈵

�

�

�

��

�

�

�

�

�　

㌰

��

��

��

��

��

�　

｡'｢

��

��

�㈰�

�

�

�

�

�

㈳　

�

�

�　

�

㌰

�

�

㈲　

㌰

㌰

�㌲　

1967一

｡｡i

�

㈵

�　

�　

�

�　

㌀

㈷

�　

㌰　

�　

㌰

�　

�

�

�

㈶　

�

�　

���

30■

㌰

㈵

㌰　

�　

�

�

㌀

㈷

�　

㌰　

�　

�

�　

�

�

㌰

㌵　

�　

�　

備考

��　

[｡｡｡｡

1963年ユ11武生産

/戦前11生産

1058年正式生産(出初撫順炭液化]二場)

1957年〃(当初撫順油頁岩工場)

1955年〃(〃)

ユ953年〃(〃)

1953牢正式生産

1960年正式生産

1950年〃

1959年〃

1956年〃

1962年以降生産

ユ959年正式生産

1950年〃

1950年〃

1962年〃

1961年正式生産

注O主要製油所()は実積

十川透10〕工藤広忠珊〕神原達里0〕より編集

表17

表18

頁岩汕省別埋蔵量

単位100万t

頁岩油国別埋蔵量

単位億t

国別

アメリ

ブラジ

ソ

カナ

中

コン

カ

ル

連

ダ

共

スウェｰデン

タイ

イギリス

西ドイツ

ビルマ

ユｰゴスラビア

その他

世界計

頁渚油埋蔵量

��㌮　

�㈰㈮�

��　

��

㌹�

㈰�

�　

��

㈬�

㈮�

㈮�

��

��

�㈰�伀

地質時代含曲率

デボン紀4～6%新第三紀6～15%

下部二畳紀

オルドビス紀23～24%

12～15%

吉生代中生代新生代6%

カンブリア紀4～5%

第三紀26%

石炭紀ジュラ紀ともに10%

三畳紀ジュラ紀ともに5～6%

㈶─

(スペイン石炭紀1§%マダガスカル

22.5%ニュｰジｰランド25%)

注埋蔵量は1965年国遠報告｢ProgressandPエ｡spectshtheU砒一

zatio皿｡fOilSha1e｣による.

省��頁岩推定埋蔵量�平均台油率(%)�頁岩油��

■■■■�'''��凹凹�一1■■■■��

�����1�■■■■■■一■■■■■■

吉林��500��5.O�=�30

澄寧��5,477��5.5�一�301

陳西��4,907��5.0�119�

甘粛��83��5.1�4�

広東��825��8.O�65�

その倒��100���■�2

�����■�

■■■�■�■■�1�1一■111一■1■■■■�■�■■■■■■

計��11,892�521���

注K.C.Y晒｢Co血munistChinaPetro1eumSituation｣May,

1962,TheRandCorp.による.

世界各国の頁岩油埋蔵量に関するいくつかの報告が

あるがその数量に大き狂差がある.これは油頁岩

鉱床の調査があまり進んでい狂いこともあるが品質の

ほかに採掘の難易副産物の有無ぼう大な廃石処理

さらにその国の石油事情などの問題が複雑にからんでい

るので鉱量計算の範囲や基準を定めにくいためである.

いま1965年の国連報告を示すと表17の通りで頁岩滴

推定埋蔵量は世界全体で3,200億トンそのうち中国�
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表19

挑貞碁鉱床覧表

番号㍗

01一北安

2■牡丹江

31ノ､ルビン

ll㍑

｡1老黒山

○li慧予慧

･1大拉子

010撫順

11凌源

12承徳

13豊寧

14牙克石

15石拐子

16揮源

17桐柏

18呉城

ユ9広徳

20宣城

21象山

22石門

23臨潜

24湘郷

25郡陽

26南海

027茂名

28壊山

29櫓県

30陵水

31横山

32安定

33銅川

34永登

35門源

36富纏

37楽山

38屏山

39福泉

40安竜

41良豊

42百色

43田陽

44蒙化

45昌都

行政区

東北区

華北区

中南区

西北区

酉南区

黒竜江省

〃

〃

吉林省

遼寧省

〃

河北省

黒竜江省

内蒙古

(自)

川西省

河南省

安徽省

〃

漸江省

湖南省

〃

〃

〃

広東省

〃

〃

陳西省

〃

廿粛省

青海省

新彊(自)

四川省

〃

貴州省

地質時代(地層)

中生代白亜紀(松花江層緯)

1』性代一コ亜紀(松花江層緯)

第三紀漸新世(撫1廣層)

/榊11州1鰯)

/帖代下部帥紀(延吉層群)

第三紀漸新世(撫順層)

紀

中生代中～下部ジユラ紀

(九仏堂層群)

〃上部ジユラ紀

(ジヤライノｰル層灘)

〃下部シユラ紀(石拐層鮮)

古生代上部百鶴畿弼藷)

新第三紀

/古生代二畳紀･

/第三紀鮮縦(下湾舗層)

/古生代上部二畳紀

トｰ

/中生代ソｰラ紀(延安層群安定層群)

/中生代三畳紀(延長層群)

申生代ジユラ紀(巴貢層鮮)

古生代二畳紀

/中生代ソｰラ紀･

古生代二畳紀

広1(自)/1三1111(1111)

雲南省

チヘット区

チベット(自)

申坐代白亜紀(石門層群)

〃ジユラ紀(巴貢層群)

埋蔵量

(億トン)

�㈰�　

�

㈰�

��

��

1.1(豊

鉱0.1)

��

催少

僅少

��

��

僅少

��

㌮伀

品質

含油率

6劣一部

8～10%

�

最大20%

㌥

富鉱12%

��

㈮�

最大10%

2～6%

�

最大18.2劣

4～6%

/品質良

�─

4～7%

富鉱8%

貧鉱

㈥

富鉱5%

1～6%

4～5%

/㈱

注Oは主要鉱床

油頁岩を含む地層は主として筆者の推定

主として陳正祥11〕による

は39億トンでアメリカブラジノレカナダソ連につ

いで世界5位とされている.しかし1959年の中国発表

によると中国の頁岩油推定埋蔵量は平均含油率6%と

して概算200億トンとされている.このような国連

と中国との推定埋蔵量の大きな差は後者の埋蔵量には

中国の発見にかかる黒竜江省北安鉱床などの埋蔵量が追

加されているためと思われる.この北安鉱床は油頁岩

の推定埋蔵量1,200億トン含油率6%といわれ頁岩

滴の推定埋蔵量に換算すると72億トンという大鉱床で採

掘条件も良好といわれている.またK.

C･YE亘(表18)によれば中国の頁岩油

の推定埋蔵量は5.2億トンで頁岩の含油

率は5～8%とされているがこれは安全

度の高い推定可採量を示すものと思われる

し北安鉱床の鉱量も含まれていない.

以上のことから中国の予想を含めた頁岩油

推定埋蔵量は200億トン推定可採量は5

億トン以上と考えられる.ついで省別埋

蔵量(推定可採量)は表18の通りで東北

の遼寧省と酉北の陳西省に集中し中南の

広東省がこれらについでいるが前述の北

安鉱床の発見によって黒竜江省の埋蔵量

が最大となるように思われる.

工場は撫順の第3廠だけで

とから同年における人造石油生産量の90%が油頁岩か

ら10%が石炭からと考えられる.なおこれらの人造

石油精製方式は戦前目本で撫贋炭鉱を中心に企業化さ

れたもので中国はこれらの技術を継承発展させ現

在人造石油の生産は戦前の生産(簸大25～30万トン)の

10倍をこえている.しかし石滴生産量全体から見ると

人造石油の生産は天然石油に比べてやや頭打ちの傾向

にあるがこれはコスト高によるものと思われる.し

3-2生産鐙

現在安い天然石油が多量に出まわってい

るため頁岩油が本格的に生産されている

国は少なくわずかにソ連中国を含めた

数カ国にすぎ柱い.すなわち1966年にお

ける頁岩油の生産はソ連520万トン中

国(石炭液化分を含む)210万トン(表13

の人造石滴の欄を参照)スウェｰデン

スペイン各27万トンまた1968年の生産は

ソ連530万トン中国(石炭液化分も含む)

250万トンスウェｰデン0スペイン127

万トンである.そのほかイギリスフ

ランス酉ドイツでもかつて生産されたこ

とがあった.なお表13で見られるように

1969年以降の中国の生産は200万トン内外

と推測されている.

また頁岩油と石炭液化分との生産割合は

明らかでないか1971年における製油所の

能力(表16)から推定すると油頁岩を原

料とする製油所は撫順の第1廠と第2廠

樺旬の第9廠茂名工場の4カ所で合計

精製能カは237万トンに対して石炭液化

精製能カ25万トンであるこ�
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表20

世界のウラン推定埋蔵量(U808換算)

表21世界各国の年平均降水量と人]1人当り年峰永豊

国名

カナダ

1省アフリカ

アメリカ

ン連

･芦国

フランス

オｰストラリァ

ポルトガル

イタリア

周本

スペイン

U308量フ5t

㌸�

㌷�

㈴�

*8.O～27.O

非2.O～10.0

��

�伀

��

��

��

��

注1965年高昌彰｢ウラン鉱のすべて｣地学出版社による

*印は金属ウランより換算

アルゼンチン西独インドはO.1以下

��順位国1年降雨量(㎜)1人口1樹の水量�

��■…一'■■■1■'■■■…�

1�ブラジル�1,590�220,000

2�ノルウェｰ�900�83,800

3�アノリカ�750�40,800

4�スウェｰデン�630�38,800

5�中国�700�10,800

6�フランス�770�9,620

7�スイス�1,200�9,620

8�スペイン�550�9,400

9�インド�920�7,700

10�日本�1,620�6,600

11�イギリス本上�1,170�5,550

12�ドイツ�630�3,460

13�イタリア�500�3,100

注｢気象の事典｣による

かしながら石油資源開発の将来性を考えると資源面か

ら頁岩油や石炭液化工業を無視することはでき扱い.賦存している.主要な鉱床とくに量的にすぐれた鉱

なお現在世界で石炭液化が企業化されている国は中国床は中生代と新生代の陸成層に介在し古生代の鉱床か

と南アフリカ共和国(1960年生産量36万トン)だけでら量的に有望狂ものはまだ発見されていない.これ

アメリカでは今後の石油資源対策の]環として5年後のらの鉱床の埋蔵量品質および含油率は同一基準のも

実用化にめどをおいた研究が着々と進められている.とに発表されたもので在いのでその埋蔵量や品質だけ

で各鉱床を単純に比較できないが顕著匁鉱床をあげ

3-3鉱床ると黒竜江省の北安(白亜紀の松花江層群)吉林省

中国の油頁岩は全国の21省(自治区を含む)180カ所の樺旬(上部ジュラ紀の鶏西層灘)遼寧省の撫1贋(第

以上の地点から発見されている.そのうちおもな鉱床三紀漸新世の撫順層)広東省の茂名(第三紀鮮新世の

とその分布を示すと表19と図6のごとくである.表畠寧層)でそのうち北安以外はいずれも稼行されてい

19でわかるように鉱床の地質時代は古生代上部石炭紀?る.これらの鉱床からの生産量は表16の製油所の精

から新生代第三紀鮮新世にまたがりいずれも陸成層中に製能力から推測すると1971年の生産は樺旬20万トン

撫順50万トン茂名130万トン種

･放舳1鉱物鉱床rI''＼･＼度と思われる･そのほか有望な

!へおよび徴候地!＼鉱床として黒竜江省の牡丹江とノ･

ビ炉1∵ム･榊rJ＼!ルビン吉林省の大粒子広東省

!畔㌻よ人ζ二1㌦ハ皿パ,!の南海陳西省の横山と安定広

ポ;∵w∴/々榊西省の百色な附脇

＼.

､4核原料資源

昀

l～1

､中国の杉原料資源に関する情報

＼

＼･は乏しい.現在までに知られて

'＼

＼､八戸∵㍗五.蝋簑瓢ζ貰r他

これらのうちウラン鉱床などで主

要なものは新彊自治区のシュン

∵o㌶㌶二子㌶ム

内蒙古自治区四川省の重慶付近

湖南省の新化江西省の茅山と九

図7

核原料資源産地お

よび精錬所�
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変22水力資漁地1天カ1｣分イIi

大行政区��包蔵水力(万kW)�全国比%��

����

東�北�■�1,484�,�2.73

�■�■���

華北(内蒙Ilゴ)��1,058�,�ユ.94�

�■����

華�東�2,439�4.47��

■/南/㍊��2,951�5.36��

��■���

���

��2,355�■��

��■���

��■�4.33��

灰�北�4,922�■�9.04�

了何�南�25,335�46.51��

チベ�ット�13,907�25,5珪��

�■����

�■�■���

合�計�■���

�������〰�

注1958年水利電力部調査設計総局編

｢中国水力発電所建設の発展｣による

嶺山脈広東省の詔関たどいずれもトリウムも含む鉱床

で1968年頃の茅山九嶺山脈詔関の3産地からの出

鉱合計は原鉱石で日産2,500トンに達したと報告されて

いる.また湖南省新化の鉱床はモナザイト鉱床として

知られている･そのほかにはこれらの鉱床の賦存状況

鉱石の品位埋蔵量生産量などに関する資料は見当ら

ない､わずかに中国全体の埋蔵量についてかなり古い

が表21のような推定資料がある.本表によれば中国

のウラン埋蔵量はU害O｡に換算して2～!0万トンと推測

辛れている.ウラン鉱のおもな精錬所は新彊自治区の

當麓とウノレムチ甘粛省の蘭州陳西省の西安内蒙古

自治区の包頭広東省の謂関にあるといわれている.

たおトリウム鉱は中国でもトリウム用原子炉を開発し

ているとは思われないのでまだ直接トリウム鉱を対象

としては探掘されていないようである.

袋23緒言11∫川の包蔵本カて堪位100ガkW)

水系列

揚子江流域

チベット地区

南西部国際諸河川

黄河流域

珠江流域

南東津地区

東北地区

北酉部内陸河川

准河流城

包蔵水

…1

��

��

��

��

��

㌮�

�㌀

��

0･21

合計･一

�　

���

��

��

㈴�

��

��

��

��

㏄81

…1

力1』七率

Q平均.Q平均基準

㈱�　

���

��

㌲�

㈸�

㈰�

��

��

��

㌹�

㈱�

��

�　

��

㌮�

㌮�

㌮�

��

��〰

備考

台湾梅雨息に

含む

5水力資源

注Q95=95%の流量をとった場合(350目の流量渇水量に近い)

Q50=50%〃

Q平均=平均流量をとった場合

｢エカフェ資料｣1958No.15による

し両区で全体の72%を占めていることがわかる.ま

たこれを水系別にわけると表23にかかげるように包蔵

本カの40%を揚子江水系が占めチベット水系の22%

西南国際水系の17%カミこれにつづき黄河水系の6%

以下珠江南東岸東北北西部潅河の順である.

現在中国における発電の主力は火力の石炭と水力である

がこのように水力資源が西南部に集中していることは

石炭資源の分布が北方に偏在している欠陥を補正してい

る形をとり電力資源の配分から見ると大変好都合に思

われる･しかし実際面として人口希薄で工業中心から

遠く離れた雲南省(全包蔵本カの21%)やチベット自治

区(同じく26%)に豊富荏水力資源カミあるとしても当

分は開発の重点として取上げることはむずかしい.

5-1包蔵盤

中国本土は降水量年間7.2兆トンといわれ豊富な水

資源をもっている.しかし1人当りの水量に換算する

と人口7億をこえる中国は表21で見られるように卒間

1万m3程度で世界の5位を占め日本(10位)の6,600

万m3よりも多いが世界一のブラシノレの22万m3や3

位のアメリカの4万m3に比べるとはるかに少ない.

ついで中国の水力資源を見ると全包蔵水力は中共の発

表によれば1958年末現在で5.8億kW(平均流量で計

算して)とされている.これは日本の包蔵本カ3,650

万kW(1958年調査)の16倍に匹敵するぼう大な量にあた

る.これを大行政区別に示すと(ただし全包蔵本カ

5.44億kWとしての数値による)表22の通りである.

この表から中国の水力資源は西南区とチベット区に集中

5-2開発状況

中国の電力開発は第1次5カ年計画では火主水従を基

本として進められ第2次5カ年計画からは全国的に進

められた治水および農業面でのダム建設に対応して発

電面でも基本方針を水主火従にかえ水力発電に力を注

がれてきた.しかし中国の発電設備と総発電量の推移

は表24の通りで水力発電の全発電に占める割合は著しい

進展を示していない.また第1次5カ年計画当時中

国は30以上の大中型発電所と20の小型発電所合計

1,000万良W近くの建設に着手しなカミら中途で大部分

の工事を中止し溶ければならなかったといわれている.

これは当時の自然災害や資金面の不足のほかにもとも

と石炭資源に恵まれているのでやはり水力開発が火力

に比べて何かと割高に狂っていること(中国の発表によ�
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表24A発電設備の推移

(単位万kW)

年次1

��

�

�

�

�

�

�

�

�

�㌀

�

�

合計1

���

���

㌶��

�㌮�

���

���

��　

��　

�㈵　

�㈷　

�㈹　

�㌵　

火力1

���

���

㈹��

㌶��

���

���

�　

�　

��　

��　

�〳　

�〵　

水力1水力/合計%

��

��

��

���

���

�㈮�

㈰　

㈲　

㈴　

㈵　

㈶　

㌰　

��

��

��

㈲�

��

��

��

��

ユ9,2

��

㈰�

㈲�

注1956年は｢我国鋼鉄電力煤炭造紙工業的今昔｣1958年による.

1960～65年はアシュトンr中国木十の経済的プロフィル｣によみ.

1949年は池冊ド之輔12)による.

表24B総発電量

(単位100万kW)

年次!

��

～19691

合耐火力水力

��〰��〰��〰

注｢国連統計年鑑I(1970年)によみ

表25

水ノ｣開発概況

れば水力開発は外国に比べて土木工事が安く建設薮は

火力の10%高い程度で建設期間は火力の1/3長いだけと

されている)が考えられる.しかし中国の水力開発カミ

おくれている最大の要因は下記の2大自然障害にあると

されている.その1つは降雨量の不均等分布と森林の

欠如によって生ずる河川水位の激変である.すたわち

多くの河川では夏の増水期に水量がほかの期間の10倍

から1,000倍に増えて水力施設が危険にさらされ渇水

期に柱ると発電は水不足と狂って設計通りの能力を発揮

できないのが通例である.もう1つは沈泥の問題であ

る.とくに黄河が著しく黄河の運ぶ土砂量は年間

47,300万トンといわれその35%は海中に運び去される

が残りの65%は平野部に堆積し1年間に4.4皿mの

割合で川床が上昇すると計算されている.このような

河川の状況から黄河中流の三門峡ダム(最終曲カ110

万しW)も発電機(15秘W)1台を設置しただけで沈

泥によって機能を消失したと伝えられている.そのほ

か揚子江珠江准河などの各河川を地形の状況水量

の激しい増減や沈泥などの諸条件から見て発電可能地

点を見出すことはきわめて困難で中国が世界最大級の

水力資源を包蔵しているにしてもその利用度ははなは

だ低い'という見方ができる.しかし長期的な視野から

見れば水力資源そのものに恵まれているので治水や

発電所｣河､川

11豊浦

21雲'峰

3｣梗仁

4水豊

5三門峡

6!青銅峡

7!劉家峡

81三峡

9竜羊峡

10新安江

111丹江口

121拓渓

13■新豊江

1･i以礼河

151四津

･･1ナｰジン

171官庁

18■密雲

1･j獅子灘

201上一稲

21ド.硯,

22東安江

23!仏子嶺

241梅山■

松花江

/1縁1

/黄河

揚子江

黄河

'銭塘江支流

漢水支流丹江

揚子江支流資水

東江支流

金沙江支流

珠江上流西江'

ヤルツアンプ河

海河支流永定河

海河

揚子江支流竜渓河

/揚孤支流

珠江上流西江

�

(碑河)

紀

潅河支流

(史河)

省(1治区)蹄量j平成年1

吉林

/遼1

㍑

甘粛

湖北四J11

青海

断江

湖北

湖南

広東

雲南

広酒■

チヘヅト■

/河北

巾一

広西

/安徽

��

60二0

㌰�

��

��　

㈶�

��　

��　

��

��

��

��

��　

㈱�

㌮　

�　

��

�　

㌮伀

㌮伀

･･1

��

��

(予定)

(完成)

��

��

��

��

��

(1部完成)

��

��

ユ961

��

��

��

��

(1部完成)

(完成)

��

��

��

��

��

(完成)

(完成)

(完成)

備考

雲1■1条発電所と

胴一か?

三門峡計阿

(2,300万kW)の1部

計阿(2,200万kW)

ヤルツアンプ河計圃

(5,O00万kW)の1部

泳三1王として中'国要覧朋〕二1二藤広忠1個〕による

沈泥防止対策としての植林が着々と進められて

いることやダム建設の再検討技術の向上な

どによって水力開発の将来性は大いに期待で

きる.なお表24における1965年の発電設備と

発電量から水力利用率は44.5%火力利用率

は万0.9%と算定される.すなわち両者の推

定に大きな誤差が狂いとすれば水力利用率は日

本の場合とほぼ同じであるが火力利用率は日

本の70%に比べて著しく低い.現在中国にお

ける水力開発概況を示すと表25および図8の通

りである.しかし本表における出力合計は

表24Aの1965年における推定300万しWをこえ

ているのでこれらの水力発電所のうち完成予

定年度よりかなりおくれているものや予定出

力の変更されたものもあるように思われる.

そのほか小規模発電所は全国各地に数多く建設

されているようでたとえばチベット自治区

内ではすでに!00近くの小発電所がつくられ

同自治区の県の半分が電力の供給をうけている

といわれている.また揚子江流域には湖北

省の宣昌四川省の重慶と宣賓などに発電地点を

えらび宣昌を中心に1,300しmの範囲に送電

する計画が進められている.�
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表26中国のエネルギ

資源埋蔵量と生産量

種類�推定埋蔵量�可採率一�可採(鉱)量�比率�確定(鉱)量�1961年生産量�比率�1971年生産量�比率�

�┉��┉�┉��┉�倀

石炭�1.5兆t�50�7,500億t�99.6�800億t�22,050万t�93.8�32,500万t�85,1�2,308

天然石油�38.6億t(27億t)��14.3億t(10億t)�O,2�2億t(1.4億t)�542万t(379万t)�2.3�3,360万t(2,350万t)�8.8�426

頁升油�286億t(200億t)��7,1億t(5億t)�O.1��210万t(147万t)�O.9�286万t(200万t)�O.7�248

天然ガス���8.4億t(6,OOO億㎜8)�O.1��396万t(283億m3)�1.7�｡1･582万t(113億In註)�4.2�53

水力�8.1億t/年�40�3.2億t/隼���312万t/年�1.3�470万t/年��

�(5.8億kW)��(2.3億kW)���(78億kW/h)��(117億kW/h)�1.2�

ウラン�10億t(10万t)�50�5億t(5万t)�������

��■L■�皿■L�■����■■■■��

下

注7,000Kca1/kgの石炭として換算()内はもとの数量.*印は1968年の生産量ウランのプルトニウム分は換算してい削'､

換算率石油1t=石炭1.43t天然ガス1,000m9=石炭1.4t水力利用率44%水力1,OOOkW/h=石炭O.4t.ウラン(U808)1t霞石炭1万t

むすび(中国のエネルギｰ資源の現況と将来)

本文でのべた中国の各種エネルギｰ資源の埋蔵量や生

産量を石炭に換算して示すと表26の通りである.す

なわち石炭の可採量7,500億トンは全可採量(水力ウ

ランを除く)の99.6%にあたり石炭は明らかに中国最

大のエネルギｰ資源であるといえる､また石炭の生産

量は1961年の2.2億トンから1971年には3.25億トンと約

1億トン増量しているが全エネノレギｰ生産量(ウラン

を除く)との比率は94%から85%に低下している.こ

れは主として石油天然ガスの生産増によるものであるが

やはり石炭がエネルギｰ供給の主力であることにはかわ
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りはない.しかしながら石油天然ガスが将来もこの

ように生産を拡大しつづけ石炭にかわるエネルギｰ源

に成長することは石油天然ガスの地質条件から見て

不可能と思われる.ついで水力資源は前述したように

5.8億たWというぼう大な包蔵量が見込まれ将来きわ

めて有力なエネルギｰ資源であるが発電地点の立地条

件が悪く資金面や期間がかかることから急速な発展

を期待することはできない.また中国における原子力

発電の開発状況については全く不明であるが世界的に

原子力の実用化がおくれている現状から中国に画期的

な技術開発がない限り当分の間原子力エネノレギｰは補

助的な役割に止まると思

ブ.'へ＼われるので今後ますま

､＼

す石炭エネルギｰに大き

■1

1く依存せざるをえない状

〆況にある.したがって

石炭の増産が中国の産業

発展につ板カミっていると

いえるカミ石炭の増産は

輸送面から著しく制約を

うけている.
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水力発電所地点

ρ

〃水力絡馴干地点

すなわち石炭の生産は

中国北部に偏在し南部

に少枚いことから内陸

部にある重工業地区や南

部の産業中心地に多量の

石炭を北部から輸送して

いるわけで1965年頃に

おける石炭輸送量は鉄道

全輸送量の1/3を占めてい

たともいわれている.�
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つまり輸送の強化をはからなければ石炭輸送量も頭打

ちになり石炭生産はもちろん鉄鋼そのほかの生産

も抑制をうけることになる.要するに時間がかかるカミ

中国における輸送面の増強と南部の石炭増産カミ産業発

展の主要な課題となっている.

中国の石油は前述したように埋蔵量生産量とも急増

し可採量10億トンと推測されているカミこれらの油田

の規模は世界の油田としては決して大きいものではなく

また自給できる生産量といっても日本の石油消費量の

1/｡にしかあたらないし人口は逆に日本の7倍も多く

その上生産の1部は軍事用にまわされていることと思わ

れるので石油の産業方面への供給は十分でなくやはり

石油は貴重な資源といえる.今後期待される油岡盆地

は沿捧性盆地である勝利北部江蘇台湾雷州たどい

わゆる海底油田ですでに渤海ではかなり探査が進めら

れているようである.そのほかいままで気象条件から

あまり開発されていなかった内陸部のツァイダム盆地も

目下調査カミ大規模に実施されていると伝えられている.

頁岩油の生産はコスト面から石油のようには増大してい

ないが全推定埋蔵量200億トンと石油27億トンの7～

8倍近くあって将来石油の生産が油頁岩資源に依存す

る時代を迎えることも考えられるので頁岩油の研究開

発や生産を度外視することはできない.もう1つの人

造石油である石炭液化は頁岩油よりもさらにコスト高の

ためか生産量は少ないがこれも現況はともかく豊富

な石炭資源量から見てもっとも未来性のあるものである.

天然ガスは現在利用面が隆路になって生産は押えら

れているにもかかわらず石炭換算で1,580万トンと天

然石油3,360万トンの半分を生産しているので利用面

の拡大パイプラインの建設によってさらに生産量の

増大も可能で埋蔵量の増加も見込まれる.しかもクリ

ｰンエネルギｰであることから十分発展性のある資源で

ある.

以上中国の各種エネルギｰの現況および将来について

の概略をのべたが中国のエネルギｰ源は量的に見て

やはり石炭が中心である.現在世界の石炭産業は安い

石油産業に押され中国の石炭産業も豊富で安い労働力

によって支えられてはいるが自由市場での競争はむず

かしい.しかしながら世界における石油価格の値上り

と石油資源の枯渇への進行はきわめて急速でいずれ世

界に再び石炭産業時代がしかも石炭液化や石炭ガス化

利用など新技術をもって復活することカミ予測されるので

ぼラ大な石炭資源を背景とした中岡の石炭産業は洋々た

る前途が約束されている.また天然石油は一般に硫黄

分が少なく良質で今後の海底油田開発によって飛躍が期

待されるし豊當な油頁岩クリｰンエネルギｰとして

の天然ガスさらに水力資源にも恵まれているので長

期的に見てこれらの豊富なエネルギｰ資源をもった発展

性のあるこれからの国といえる.しかし最大の難点は

人口増で中国のぼう大枚エネルギｰ鉱物食料など

の資源量も1人当りの資源量とすると案外に少なく現

在中国が真剣に産児制限を取上げている理由でもある.

(筆者は燃料部)

���

㈩��

���

���

���

���

���

���

���

����

����

����

����

���　

���　

����

����

����

����

㈰���

㈱���

㈲���

㈳���

主要文献

遠藤隆次1満洲の地質及鉱産

東亜研究所:支那の石炭と炭鉱業

中共の地下資源開発状況(東北篇)

海外製鉄原料委員会:東唖における製鉄原料地下資

源

東亜地質鉱産話

工藤広忠:中共炭科学技術庁資料

世界地理風俗大系6～7巻誠文杜

全国地層委員会:中国晩古生代陸相地層

〃中国中生代陸相地層

〃中国的新生界

陳正祥:中国的石油資源及其開発香港中文大学地

理研究中心研究報告No.5

池岡正之輔:謎の国中共大陸の実態

吉田半右衛門:中共の石油エネルギｰNo.4

A.A.M醐RHo正正:Deve1opmentsinMainland

�楮������假噯����

工藤広患:中国大陸の石炭資源中国経済研究月報

4月15日号

十川透:中国の石油工業Co良eDigest

科学技術庁:製鉄用原料炭供給に関する基礎資料

春城清之助:中国(本土)の石炭資源燃料協会誌

��㌸

工藤広忠:中華人民共和国におけるエネルギｰ資源

日本の科学と技術No.140

神原逮:中国の石油産業石油の開発Vo1,5

��

中国経済研究会:中国要覧1972

日本経営出版会:中国経済図説

陳正梓(本島公司訳):中国の石油工業

地調月報v0123No.8�


